
    
      
        
      
    

  









当ファイルは、モバイル二次元ドリーム『王様になった僕の陵辱週姦』に基づいて作成しております。




※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。






登場人物紹介or登場人物




葉は山やま　俊介しゅんすけ

冴えない平凡な学生。ランプの精の力によって歪んだ欲望を露にする。




藤ふじ沢さわ　美み柚ゆ子こ

俊介の同級生で、学年一の優等生にして学園一の美少女。




城しろ山やま　弥生やよい

高飛車で怖い物知らずのお嬢様。お淑やかな美柚子とは対照的な派手でよく目立つ美少女。





			　ある日曜日──葉山はやま俊介しゅんすけは己の小遣いを少しでも増やそうと思い、祖父の家の土蔵に忍び込んだ。骨董好きの祖父はかなりボケてきているし、本家のオジサンオバサンは骨董にまったく興味がないので、俊介がいろいろ持ち出してちょこちょこ売り払っているのを知っていても、いまのところはなにも言わない。

			　実際、価値のある物はほとんどないのだ。いままでで一番高く売れた茶壷でも、わずか一万円だった。業者を呼んですべての物を査定してもらっても、たぶん運び賃くらいにしかならないだろう。

			　オジサンやオバサンにしてみれば、俊介にガラクタ処分の手伝いを無償でさせているようなもの。だったらお茶くらい出してくれてもいいのに──と。

			「なんだコレ？」

			　棚のうしろに隠すように押し込まれていた木箱を見つけ、埃まみれになりながらなんとか引っ張り出す。箱書きはなく──中にはアラビア風のランプが入っていた。

			　装飾は凝っている──というか、凝りすぎだ。無数に埋めこまれている赤や青の小石のせいで、逆に安っぽく見える。

			「せいぜい五千円くらいか……」

			　値踏みした俊介は、ふと思いついてランプの側面を袖で擦ってみた。

			　すると──ボボンッ！

			　青白い煙が吹き出し、怖ろしげな顔つきの巨人が現れた。

			「うわっ!?　ま、マジか……!?」

			　自分の目を疑うとは、まさにこのこと。

			　しかし、分厚い胸の前に太い腕を組んで偉そうに踏ん反り返った巨人は、すっかり腰を抜かした俊介を睥睨しながら、

			「汝の願いをみっつ言え。汝の魂と引き換えに、我がそれらを叶えてやろう」

			　当たり前のような口調で言う。

			　まさか、そんな──こんなことが本当にあるわけがない──。

			　だがしかし、実際に巨人は目の前にいるわけで──。

			「……どうした？　願い事はないのか？　ないならないでも、我は構わぬが……」

			「い、いや、ある！　あるよ！」

			　ランプに戻りそうになった巨人を、慌てて引き留める俊介。

			　いまだに信じられないが、しかしこれが現実だ。ならば、どんな願い事でも叶えてくれるというあの話も、丸々信じて良いだろう。

			　しかし、いったいどんな願いを叶えてもらうべきか？

			　みっつすべてが叶えられたら魂を盗られる──つまり、死んでしまうわけで。

			　だとしたら、なるべくたくさんの願いを同時に叶えられる、効率の良い「願い」にしなければならない。さらに言うなら、死ななくて済む願いも紛れ込ませなければ──。

			「……どうした、早く願いを言え」

			「ちょ、ちょっと待って……」

			「それが汝のひとつめの願いか？」

			「ッ!?　ち、違う違う！　いま言うからっ！」

			「分かっておる。冗談だ」

			　──どうやら巨人は、分不相応な状況に置かれてアタフタする人間を見るのが愉しいらしい。怖ろしげな凶相を獰猛な笑みの形に歪め、遥かな高みから俊介を見下ろす。

			「ええっと、ええっと……そ、そうだ！　まずはひとつめ。僕は王様になりたい！」

			「王？　この国が欲しいのか？」

			「そうじゃなくって。僕の命令にはだれも逆らえないし、僕がすることはだれにも邪魔されないっていう状態のこと」

			「ほほう？　ひとつの願いでふたつも叶えようというのか。欲張りだな」

			「……ダメ？」

			「まあよい。お安い御用だ。して、ふたつめは？」

			　ひとつめの願いが案外すんなり認められたので、俊介は密かに胸を撫で下ろした。次の願い事は、ひとつめに比べたらずっと軽い。本当はなくてもよいのだが、保険的な意味もあるし、入れておいたほうがいいだろう。

			「ふたつめは、僕がもし誰かを殺したとしても、その人間は数分後には甦って欲しい」

			「ふむ。ずいぶん虫の良い願いだな。だがまあ、よい。ひとつめの欲深さに比べたら些細なことだ。して、みっつめは？」

			「みっつめは……一週間経ったら、僕がこの箱を見つける瞬間まで時間を戻して欲しい」

			　可能な限り何気なく言ったつもりだったが、ランプの精は俊介の企みをあっさりと見抜いたらしい。口の端を凶悪そうに歪め、小賢しいな、と笑う。

			「我がその願いを叶えた途端、我が呼び出されたという事実が消えて、汝は我の手からまんまと逃げおおせるわけだ──しかし、本当によいのか？　汝だけでなく世界全体が閉じた時の環から逃れられなくなるぞ？」

			「か、構わないよ。時が戻れば記憶もリセットされるだろうから、退屈しないはずだ」

			「ふははっ！　それはどうかな？」

			　雷鳴のような笑い声を残し、煙のように掻き消えるランプの精。

			　こうして──俊介は一週間だけ有効な、絶対的な権力を手に入れた。

			＊　　＊　　＊

			　翌日、月曜日──。

			（く、うぅっ!?　き、き……気持ち、イイッ！　温かな鼻息が亀頭に吹きかかって……ヌルヌルした舌や唇が、裏筋に触れたり離れたり擦れたり──う、うぅっ！　手や指とは、全然違う……く、ぬぅぅッ！　お、オチンチンが、爆発しそうだ！）

			　生まれて初めて体験したフェラチオの快感に、頬を赤らめてニヤニヤ笑み崩れる俊介。

			　机の下、ハの字に開いた俊介の太股の間で形良い頭を揺らしているのは、学年一の優等生で学園一の美少女である藤沢ふじさわ美柚子みゆこ。長く艶やかな漆黒のストレートヘアと抜けるように白い柔肌がとても奇麗な、妖精のようにほっそりとした身体つきの、見るからに華奢で儚げな同級生だ。

			「ンぁ……ン、ぇお……」

			　幼さの残る頬を恥辱に赤らめ、細く優美な眉を嫌悪に歪めて、優等生美少女は俊介の淫棒に紅く瑞々しい舌を這わす。長い睫毛に涙を溜め、黒目がちの瞳を仔犬のように潤ませて──赤黒く怒張した肉茎越しに俊介の顔を見詰めながら、細い肩を揺らし、しなやかな背をくねらせて、ちゅぷ、ぴちゃ、と淫らな水音を繰り返し立てる。

			　場所は、授業中の教室。

			　当然周りにはクラスメイトがいるし、教壇には教師が立っている。

			　俊介と美柚子の痴態に気づいていないわけではなく──むしろ、その逆。

			　全員が全員、身体中の神経を際立たせて、優等生美少女の柔らかな唇がこぼす微かな吐息や紅い舌が淫肉に這う淫らな水音を、必死になって聴いている。

			　その証拠に、教室は静かだ。

			　ノートに鉛筆を走らせる音はもちろん、微かな身動きに伴う机や椅子の軋みもない。教壇にいる教師もしきりに教科書を確認してばかりで、ずっと前から板書ばんしょしていない。

			　男子たちは目を血走らせ、ギリギリ歯軋りしている。確認したわけではないが、きっとほとんどの者が美柚子の舌や唇の感触を想像し、股間を熱く滾らせていることだろう。女子まで頬を赤らめ、なにやらそわそわしているのは──俊介のペニスが気になって気になって仕方ないのか、それとも啜り泣く美柚子に共感し、口唇を犯す淫棒のおぞましい感触を想像して、吐き気を覚えているのか。

			　いずれにしても、

			（くぅうっ！　たまんないなあ……これだよ、これっ！　せっかく王様になったんだし、みんなに見せつけないとね！）

			　美や富を独り占めするだけでは、単なるケチん坊だ。

			　自分が得た物をみんなに見せびらかし、嫉まれ妬まれ羨まれてこそ、あるいは憎まれ恨まれ憤慨されてこそ──絶対不可侵の権力を得た意味があるというもの。そう考えたからこそ、昨晩クラスメイト全員にわざわざ電話をかけ、「明日はいつも通り登校しろ」という命令を下したのだ。

			「ンぅ、ン……ちゅ、ちゅぱっ！　はぁ、ふぅ、はぁ……ま、まだ……なの？」

			「まだだよ。決まってるだろ？　僕はまだ射精してないじゃないか」

			　膝の間の美少女より、教室にいる生徒や教師に聴かせるために、俊介は必要以上に大きな声で追加の命令を下す。

			「チャイムが鳴る前に、僕の精液を呑め。時間切れだったり、一滴でもこぼしたりしたら──そうだな、中庭で浣腸してやる。美柚子がぶりぶりウンチを漏らす姿を、みんなに見せてやるんだ」

			「そ……そんなぁ！」

			　脚の間の美柚子が涙声で抗議すると、教室のあちこちから小さな呻き声が上がった。

			　みんなのアイドルだった優等生を、俊介などに独占されている悔しさのせいか。それとも、啜り泣く美柚子の声に興奮し、股間を滾らせている男子が呻いたのか。はたまた、美柚子の痴態に触発されて股間を熱く潤ませている女子がいるのか──。

			　なんにしろ、とにかく気分がよい。

			　なんの取り得もなく、だれかに羨まれたり嫉まれたりすることなど一生ないだろうとすっかり諦めていた俊介にとっては、夢のような状況だ。

			（ようし、もっともっと見せつけてやれ！）

			　調子に乗った俊介は、聞こえよがしに重ねて命じる。

			「泣いているヒマがあったら、しっかり舐めろ。唾液が垂れていたら、唇を押しつけてジュチュッと啜り取れ」

			「う、うぅ……ンちゅ、レロ……ちゅ、じゅちゅ……」

			　──真面目で素直で控え目で、大人しくて物静かでお淑やかな、非の打ち所のない優等生が、大粒の涙をこぼしながらぎこちない口唇奉仕を再開した。

			　一番最初に手を使うなと命じたから、美柚子は哀れな泣き顔を仰向け、滾る男根を柔らかな頬に受けて──。

			「ぷはっ!?　う、うぅ……き、気持ち、悪い……ンぉ、ん……ぇお……」

			　優等生美少女の温かな舌が触れるたび、柔らかな唇が押しつけられるたびに、俊介の勃起ペニスは右へ揺れ、左へ逸れる。生温かな唾液に濡れた淫肉が、美柚子のなめらかな額にぬちゅりと滑り、真っ赤な亀頭が薄い瞼を揉み、石のように強張った裏筋が柔らかな頬を傍若無人にしごきまくる。

			「ンぉ、んぁ……いや、こんなの……ちゅ、ぷはぁ……こんなの、いやぁ……」

			　泣き濡れた美柚子の顔は、美柚子自身の涎によってすでにぐちゃぐちゃのネチョネチョだ。軽やかな前髪にも生臭い唾液がたっぷりと染みついて、美しい額にペタッといやらしく貼りついている。

			（す、すげぇ……あの美柚子が、僕のオチンチンに、こんな、こんな……やっぱり、最初の性奴隷に美柚子を選んだのは大正解だったな）

			　むっつりスケベのうえに多情な俊介は、好みの幅がかなり広い。

			　年齢の上限下限は自分を基準にしてプラスマイナス十歳くらいだが、美柚子みたいなスレンダー美少女も好きだし、対極的にグラマーな外国人女優にも同じくらい欲情する。若さも手伝い、柔らかくて温かくてヌルヌルした穴さえあれば何にだって挿入いれたいと思うくらいの勢いだったが──もっとも欲しかったのは、やはり美柚子だ。

			　真面目で優しく控え目で、奥手で恥ずかしがり屋の優等生。

			　清純が服を着て歩いているようなこの美少女に、無理矢理性戯をさせてみたい。

			　羞じらい悶えるその顔に、ペニスをグリグリ擦りつけたい。

			　軽やかで艶やかな黒髪に、滾る精液をびゅっくびゅっくとぶっかけたい──。

			　ハッキリ言えば、俊介は女のコを虐めるのが好きだ。

			　可愛い顔を真っ赤に染め、涙をこぼして嗚咽を漏らす──あるいは、非道な仕打ちに憤り、細い肩をぷるぷる震わせて眉を逆立てる──そういう表情が、なによりも好きだ。

			　せっかく王様になったのだし、ただオチンチンを突っ込むだけではもったいない──と、童貞のクセに偉そうに思っている。

			　いろんな女性を一週間、虐めて虐めて虐めまくってやろう。

			　どうせ虐めるなら、普通なら絶対に虐められないような女性を虐めてやろう──。

			　そう考えれば当然、最初の犠牲者は非の打ち所のない優等生・藤沢美柚子ということになる。下手なアイドルよりもずっとずっと美少女で、しかも賢く、普通なら絶対に手の届かない高嶺の花──。

			　ほかの者は使い捨てでもいいが、美柚子は──男子からも女子からも好かれている美柚子だけは、一週間ずっと手元に置いて徹底的に虐めて虐めて虐め抜いてやる。それだけの特別扱いをしたくなるほど、美柚子は長い間ずっと、冴えない俊介のすぐ傍で、眩しく清らかに輝いていたのだ。

			　なので──。

			「……ったく、ちっとも上手くならないな」

			　昂る心を押し隠し、机の下で揺れている小さな頭を軽く打つ。

			　恨みがましい目で睨み上げてくる美柚子に微笑みかけ、

			「しょうがない。しゃぶれ。僕のオチンチンを口いっぱいに頬ばって、むっちゅじゅっちゅと音を立てて吸いまくるんだ」

			　具体的な指示を飛ばす。

			（せっかく美柚子を自由にできるんだから、処女マ○コをいただくのは一番最後だ。まずは口マ○コ、次に尻マ○コ──手コキさせたり髪コキしたり、みんなの前で小便やウンチをさせたり──くぅうっ！　やりたいことがいっぱいだ！　一週間じゃ短すぎたかな？　一ヵ月くらいにしとけばよかった）

			　ニヤニヤしながらそんなことを考えている俊介の、ハの字に開いた太股の間で──。

			「う、あ……やめて、いや……き、汚い……あ、あ、あああ」

			　──ンあもっ！

			　嫌悪に軋む意思に反し、生臭い勃起ペニスを深く深く咥え込んで、涙に濡れた頬を強張らせながら目を白黒させる美柚子。

			「ふぉ……ッ!?」

			　俊介を驚かせたのは、想像以上に温かく柔らかくぬるぬるとした、美少女の粘膜だ。

			　スタイルの良い美柚子の頭部は小ぶりで、だから当然、その口腔も狭い。

			　暴発寸前の男根はたちまち乙女の口を埋め尽くし、なめらかな上顎を押しあげ、プリプリとした舌を押し潰す。唾液に濡れた心地良い媚肉が、根元から尖端まで余すところなくぬちゃっと貼りついてくる。

			（ま……まだだっ！　もっともっと、美柚子を感じないと！　せっかく美柚子が……あの、絶対に手の届かなかった美柚子が、僕のオチンチンを咥えているんだぞ！　すぐに射精してしまったらもったいないじゃないか！）

			　一気に膨れ上がった射精衝動は、いままで感じたことがないくらい強烈だった。歯を喰い縛って必死に耐えないと、とても抑えられない。

			　さらに──。

			「ンぉ？　ン……むふ……」

			　青筋を立てるほど怒張した淫棒を口いっぱいに頬ばった可憐な優等生が、上目遣いになっていやらしい暴君の顔色をソッと窺う。

			　怯えた仔犬のようなその表情に、俊介の心臓が一瞬拍を踏み外した。

			（か、か……可愛いっ！　なんて可愛いんだ、美柚子ッ！）

			　──普通なら、可愛い相手には優しくしたくなるものだ。

			　しかし、歪んだ性欲を持つ俊介は逆。

			「き、気持ち……イイッ！　美柚子の口マ○コ、最高ッ！」

			　周りでギリギリ歯軋りしているクラスメイトをもっともっと羨ましがらせるため、と同時に優等生のプライドを深く深く傷つけるため、大きな声で叫ぶ。不穏な静けさがじわじわ高まる教室の中、ひとりだけはしゃいで王様の特権を満喫する。

			「そら、そら。早くしゃぶれ。チャイムが鳴るぞ、みんなの前でウンチしたいのか？」

			「ん、む、うぅ……」

			　──じゅっ！　じゅちゅっ！

			　薔薇の花びらのように紅い唇を穢らわしい男根に密着させた美柚子が、真珠のような涙をポロポロとこぼしながら柔らかな頬を窄め、卑猥な音を立てた。逆巻く嫌悪に呻きつつ、ほのかに立ち上る青臭さに噎せ返りながら──長く艶やかな黒髪を細い背に揺らし、頭をゆっくり前後させる。

			「くっ!?　お、うぅっ！　し、舌も使え、な、怠けるんじゃ、ない……ぞ……！」

			　御主人様らしく振る舞おうとして声を振り絞る俊介だが、淫棒に絡みついてくる美少女の口唇があまりにも温かくて心地良く、無様に裏返ってしまった。

			　それでも、命令は命令だ。

			「むぷっ!?　ンぉ、ン……むむぅっ!?」

			　身体ごとぶつけるようにして勃起ペニスをしゃぶりまくっている優等生美少女の、重く熱く生臭い肉棒に埋め尽くされた口腔の中で、意思を無視した舌がしきりにくねる。平らに広げ、味蕾の細かなザラザラで硬く強張った裏筋を責めたり、立てた舌の縁でカリ首を切るようにしごいたり、舌の裏側のヌルヌルで弾けんばかりに怒張した亀頭の額をねちょねちょと撫で回したり──。

			（なんだ、これっ!?　すげぇ、すげぇ……く、口って、こんなに気持ちイイのか！）

			　美柚子の柔らかな口唇粘膜に触れた淫肉に、痺れるような蕩けるような、えもいわれぬ快感が湧き起こる。しかもそれが一ヵ所だけでなく──亀頭にもエラにもカリ首にも、淫茎の背にも腹にも、先のほうにも中程にも、根元にまでも──同時にあちこちに湧きまくり、そのうえ長く長く尾を引いて残る。

			「ん……んじゅっ！」

			　──ちゅじゅるっ！

			　意思に反した吸引に涙をこぼす美少女が、唇を締めて頬を窄めヌヌッとうしろへ頭を引くと、半ばまで抜け出ていく淫茎に快感電流が渦を巻き、強く強く吸い立てられた亀頭に甘やかな恍惚感が蓄積する。

			「よし、よし……もうちょっとスピードアップしてくれ」

			「むっ!?　むぅぅ、む、むぅぅう……ッ!?」

			　──お願い口調でも命令になるらしく、目を丸くした美柚子の前後動が速まった。じゅちゅ、ぬちゅ、と間を置いてこぼれていたいやらしい水音が、じゅっちゅじゅっちゅと絶え間なくなる。

			「むぉ、むぷ……む、むぅうっ！」

			　荒々しく抜き差しされている男根に、舌を押し潰され、喉の入口を突きまくられて、苦悶と恥辱の涙をこぼす優等生。

			（くぅ、うぅ……く、くそっ！　オチンチンが、溶けちゃいそうだ！　口でもこんなに具合がイイなら、お、オマ○コって……いったいどんだけ、気持ちイイんだっ!?）

			　未知の肉悦を想像しようとした俊介は、恍惚の坩堝に引きこまれてなにも考えられなくなっている自分にいまさらながらに気づいた。

			（お、オマ○コも、きっとたぶん、き、き……気持ちイイんだろう……けどぉっ！　いまのこれより、美柚子の口より気持ちイイだなんて、想像できない！　ああくそ、全身の血が、オチンチンに集まっていく……ッ！　オチンチンの芯が、熱い、熱い……も、燃え出し……そうだよぉっ！）

			　恍惚に蕩けて無意識に呻き始めた俊介と対照的に、

			「むぉっ、ぇあ……ンぇお、ンぉお……」

			　王様の命令に操られている美柚子は、嫌悪と恥辱に涙しながら激しすぎるヘッドシェイクに意識が朦朧となりつつあった。もう、考えるのはやめている。どれだけ必死に抗っても俊介の命令には逆らえないのだから、考えるだけ無駄だ。

			　優等生美少女の可憐な口唇は、すでに単なるオナホール。俊介を──否、俊介の男根を悦ばせるためだけに存在する、淫らで卑猥な肉穴にすぎない。

			「ようし、よし……いいぞ美柚子、その調子、だ……もう少し、もう少しで出るからな。全部、全部呑むんだぞ、一滴もこぼすな……くっ!?　う……ぅおぉっ！」

			　──びゅくっ！　どぴゅっ！　びゅくくっ！

			　絶望に青褪めて悄然とした優等生美少女の、温かくて柔らかな口腔内部に、思春期の少年の獣欲がたっぷり煮込まれた白濁液が勢い良く迸った。

			　淫棒を口いっぱいに頬ばったまま、美柚子は目を丸くして絶句し──熱く青臭い粘液を、その細い喉がゴキュッと呑み干す。助けを求める瞳が震えながら俊介を見上げ──その間も、口の中に溜まった穢らわしい粘液を、こくん、こくん、と嚥下する。

			　嫌悪に震える瞳が、一瞬怒りを閃かせ──すぐに絶望して光を失った。ニヤニヤしている俊介から力なく視線を逸らし、ンぁ、と涎まみれのペニスを吐き出す美柚子。

			「良かったぞ、美柚子の口マ○コ。じゃあ、次は握ってもらおうか」

			「……」

			　王様の命令に操られ、涎まみれのペニスをソッと握り込む美少女は、憔悴した顔を俯けて肩を落とし、もはやなにも言わなかった。

			＊　　＊　　＊

			　一番のお気に入りである美柚子は、処女のまま穢す──そう決めた俊介は、二番目に興味のあった城山しろやま弥生やよいを膣穴奴隷に選んだ。

			　昼休み──。

			「こっちへ来い、弥生。美柚子と並んでスカートを降ろし、パンティも脱ぐんだ。アソコを隠すことは禁じる。王様である僕が、お前たちの恥ずかしいオマ○コを、直々に見比べてやろう」

			　ほかの女子と一緒にこそこそ逃げ出そうとしていた弥生を呼び止め、ニヤニヤと笑み崩れながら命じる俊介。

			「いやよっ！　なんでそんな……あっ!?　く、くぅう……！」

			　王様の命令は絶対だから、だれも逆らえない。

			　高飛車で怖い物知らずの御嬢様も、例外ではない。

			　派手やかな顔を恥辱と怒りに赤らめつつも、弥生はふらふらと教室の中へ戻り──諦観の表情でスカートを脱ぎ始めている美柚子の隣に、細い肩を怒らせながら立った。なんでこんな、なんでアンタなんかに──と小さな声でブツブツ言いながら、スカートを降ろして下着も脱ぐ。

			　おお……と、低くどよめく教室。

			　いいところの御嬢様である弥生は、お淑やかな美柚子とは対照的に、やたらと目立つ美少女だ。緩く波打つ茶パツは校則違反、短すぎるスカートの下にブランド物の黒パンティをチラチラ見せている──胸の膨らみも対照的で、美柚子はほとんど膨らんでいないのに、弥生ははち切れんばかり。だから、美柚子とは別の意味で、主に男子から、美柚子と同じくらい好かれている。

			　そんな憧れの美少女がふたり、昼休みの教室で、瑞々しい下半身を顕わにしたのだ。

			　授業中と違い、声を上げるのも顔を向けるのも、席を立つのも自由。

			　なのに遠巻きにしているのは、王様に対する遠慮だろうか？

			「ふぅん？　へえ、なるほどねえ」

			　男子たちの羨望の眼差しを頬に感じながら、俊介は椅子に腰掛けたまま前かがみになり、ふたりの美少女の眩いほどに白い下半身を見比べた。胸の大きさには明確な違いがあるのに、白く瑞々しく艶めかしい腰回りの太さは同じくらいだ。しかし、美柚子の尻はハッキリ言って小さい。とすれば美柚子が太いのではなく、弥生が細いのだ。

			　それでいながら、肉感は弥生のほうがずっと勝っている。どちらの太股もはち切れんばかりの若さに充ち満ち、眩しいほどに白く輝いているが──尻から伸びる曲線がどことなくシャープな美柚子に対し、弥生のそれは見るからに柔らかそうで、ムチムチなのだ。

			　それに、一番の違いは──恥丘を彩る和毛の有無。

			　一筋の翳りも見えず、赤ん坊のようにつるんとしている美柚子に対し、

			「……弥生は毛が濃いんだな」

			「ッ!?　ば、バカッ、変なこと言わないで、これくらい普通よッ！　この歳でまったく毛が生えていない藤沢さんのほうがおかしいのよ！」

			　黒々とした繁みを評され、耳の先まで真っ赤になる勝ち気な御嬢様。

			　有無でなら、確かに弥生の言う通りだろうが、濃さや量となると果たしてどうか？

			　縮れの少ない、艶々とした黒い恥毛が、美少女の白い股間にもっさりと繁っている。下着に抑圧され、いまはペッタリと寝ているが──逆撫でしたらさらにもさもさ、自由奔放に膨らみそうだ。

			「普通かな？　濃いと思うけどなあ……そんなにたくさんは見ていないけど、弥生のこれはかなり濃い部類だよ」

			「そ、それは……は、葉山が、女を知らなすぎるだけでしょっ!?」

			　気丈な性格のせいか、弥生の口数はまったく減らない。すぐ隣で、いまにも倒れそうなほど赤面している美柚子とは、完全に正反対だ。

			（よしよし。これでこそ、弥生御嬢様だ。犯し甲斐がある）

			　──むっつりスケベにはよくあることだが、俊介も自分の抱いたイメージを大事にするタイプだ。弥生を肉穴奴隷に選んだのも、いつもワガママで高慢で、同世代の男子をあからさまに見下している、あまりにも御嬢様的な御嬢様だったからだ。

			　ありていに言えば、弥生の若々しい肉体そのものというより、弥生が纏っている御嬢様然としたイメージを犯したいタイプなのだ。なのでもし御嬢様がこの場でいきなり泣き崩れ、必死に許しを乞い始めたら、逆に興が醒めてしまっただろう。

			「あ、ひょっとして……弥生がいつも黒いパンティを穿いているのは、濃くてもしゃもしゃしたこのマン毛を隠すため？」

			「ち……違うわよっ！」

			「まあいいや。別に毛の有無なんかには興味ないし」

			　素っ気なく言うと、俊介が予想した通り、弥生は細い眉をキリリッと吊り上げた。あまりに怒りすぎて言葉が出てこないのか、紅い唇が小刻みにわななく。隠すな、と命じられているせいで行き場を失った両手が、形良く膨らんだ制服の胸元で拳を硬く握り締める。

			「なにしてるんだよ？　美柚子も弥生も、早くオマ○コを開けよ。そのままだと、僕から見えないだろ？　ほら、ガニ股になって、自分の指を肉畝にくうねに添えて──」

			「あ、アナタって……最低ッ！」

			　涙声で言いながらも、もたもたとガニ股になり、己の秘裂へ白い細指を伸ばす弥生。その隣で美柚子も同じような恰好になり──ふたり同時に、恥ずかしい場所をくぱぁっと開く。大きさや形、色艶や光り具合が微妙に異なる鮮紅色の肉裂が、若々しい麗しさを競うようにあでやかに咲きこぼれる。

			「へ、へぇ……女のコって、こうなってるんだ……」

			　それまでは必死に平然を装っていた俊介だったが、紅くぬらぬらといやらしく濡れ輝く二輪の淫華を目の当たりにして、思わず本音を漏らしてしまった。

			（す、すげぇ……ふたりとも、ぬちょぬちょじゃないか！　これがいつもの状態……じゃないよな？　あ、そうか……僕が『いやらしいオマ○コを見比べる』って言ったから、いやらしい状態になったんだな）

			　命令口調で発しなくても、俊介の言葉は可能な限り命令と解釈され、勝手に実現されてしまうらしい。少々残念な気もするが──しかし、美柚子の場合は「優等生美少女が秘裂をぐちょぐちょに濡らしている」というシチュエーションに興奮するし、弥生は単なる肉穴奴隷だ。邪魔くさい前戯が必要ないのだから、むしろ好都合だろう──と。

			「……へえ？　葉山って、童貞くんなんだ」

			　俊介が思わず漏らした本音を拾い、御嬢様が精一杯の反撃を試みてきた。いつもの高慢な表情に戻り、細い顎をクイッと上げて、

			「まあ、それはそうよね。私の繁みを見て濃いって驚いていたんだし、女のコにこんなことをさせて悦ぶだなんて、童貞くん以外には有り得ないわよね」

			　相手を見下すことで優位に立とうとする。

			　俊介は基本的に、気弱で根暗なむっつりスケベだ。以前のままであったなら、クラスメイトの前でこんな風に辱められた途端、真っ赤になってコソコソ逃げ出していただろう。

			　しかし、いまは王様だ。

			「実はそうなんだよ、えへへ。恥ずかしながら、まだしたことないんだよね」

			　反射的に強張りかけた頬に無理矢理余裕の笑みを浮かべ、

			「だからふたりのどっちかに筆おろしを頼もうと思ったんだけど、弥生に決めた」

			　したたかに反撃を開始する。

			「えっ!?　ど、どうして……」

			「美柚子のオマ○コはなんだかあどけないし、あんまり濡れていないみたいだし──それに、ほかの男子たちに見られている中で犯したら、可哀想だろう？」

			「ッ!?　ま、まさか……ここで犯るのっ!?」

			「うん。僕って、どうやら見られながらするのが好きな変態らしいんだ」

			「あ、あ……アンタが変態かどうかなんて、私には関係ないじゃない！　それに、どうして藤沢さんだけ可哀想なの？　わ、私は、可哀想じゃないの!?」

			「だって、ほら──」

			　と、弥生の股間へ手を伸ばし、紅く咲きこぼれている秘裂に指を挿し込む俊介。

			「ふぁっ!?　あ、あ、バカ……や、やめなさいっ！」

			　真っ赤になって震える御嬢様を無視し、温かくプリプリとした淫唇のわずかに波打つ縁を、調べるように愛でるようにツツ、ツツ、と撫で回す。

			「弥生のオマ○コは美柚子のと違って、エッチな汁でグチョグチョだし。それに、僕を童貞くんって呼んでバカにしたくらいなんだから、弥生は経験豊富なんだろう？」

			「ち、ちが……私、そんな……」

			「ええっと、なんて言うんだっけ？　ヤリマン？　大学生とか金持ちのオッサン数人に二股三股をかけて、毎日毎日エッチしてるんだろう？　だからこんなに濡れてるんだろ？」

			「違う、違うッ！　私、そんな女じゃ……あッ!?　や、やめて……やめな、さいッ！」

			　圧力を増した俊介の指に若々しい淫唇をクチュクチュしごかれ、恥辱に頬を赤らめた弥生が細い腰をくねらせた。

			　感じているのではない。

			　遠巻きにしている男子たちの視線を気にして、必死に逃げようとしているのだ。

			　もとより、俊介に「弥生をイかせよう」などという余裕はない。

			（こ、ここに……この温かくてヌルヌルした場所に、オチンチンを挿入いれるのか……ん？　あ、穴だ。クパクパしてる……こ、これが膣穴？　ああそうか、オチンチンを挿入いれられるのはこの割れ目全体ではなく、この、指先がようやく入る程度の穴なんだな！）

			　生まれて初めて掻き分け入った少女の秘密の花園の、想像以上に淫らな感触に、我を忘れるほど興奮しているのだ。

			（本当に入るのか？　小さすぎないか？　ひょっとして処女だから、穴がこんなに小さいのかな……うぉっ!?　は、入るぞっ!?）

			　秘めやかに蠢いていた肉穴にヌヌッと指先が潜り込んでしまい、目を丸くする俊介。

			「ッ!?　ば、バカぁっ！　なにしてるの、ダメ、いや……アンタなんかに、あ、あ、アンタなんか、にぃ……うぅ、ぁあ……うぅ……」

			　温かく潤んだ狭い穴へヌヌ、ヌヌ──と指を挿し込むにつれ、腰を引き気味にした御嬢様が紅い顔を俯け、上擦る声で呻いた。俊介を打とうとして叶わず、代わりに空振りした細腕を俊介の肩につく。憎らしいはずの少年の目と鼻の先に、制服に包まれた豊満な乳房を揺らし、もたれかかるような恰好で、ふぅ、はぁ、と乱れた吐息をこぼす。

			「あれ？　ひょっとして……感じてるの？　膣穴を指でヌポヌポしてるだけなのに？」

			「か、感じて、るぅ……うっ!?　ち、違う、いまのは嘘ッ！　指を何度も何度も抜き差しされている膣穴が、甘く痺れて、熱く蕩けて……なっ!?　なんでっ!?　いまの、私じゃない……私じゃないのよッ！」

			　耳の先まで真っ赤になって柄にもなく取り乱した勝ち気な御嬢様が、周囲の男子たちを見回して必死に言い訳をする。だが、命令形として解釈される俊介の言葉は絶対だから、感じているという恥ずかしい告白のほうが本心だ。

			　それに──。

			（うはっ!?　弥生の膣穴が、僕の指をしゃぶってる……熱くぬるぬるとした粘膜が、妖しく蠢いて、僕の指に絡みついてくる……！）

			　こんな中にオチンチンを挿入いれたら、いったいどんな気分になるだろう？

			　美柚子の口でさえあんなに気持ちよかったんだから、きっともっとずっと、滅茶苦茶気持ちイイに決まっている！

			　──挿入いれたい、犯したい、という欲望が先行し、弥生が本当に感じているか否かなどは正直どうでも良かった。

			「そうか、挿入いれて欲しいのか。ようし、そこに四つん這いになれ。先生に見つかったら恥ずかしいだろうから、昼休みが終わるまでに済ませてやるよ」

			　逸る気持ちを懸命に抑え、机の列の間の床を指差し、恩着せがましく言う俊介。

			「いや、いや……イヤだって言ってるでしょうっ！」

			　緩く波打つ栗色の髪をおどろに振り乱し、涙をこぼして泣き叫ぶ弥生だが、王様の命令に操られた身体はぎこちない動きで四つん這いになる。小ぶりながらもむっちりとした桃尻が、いやらしく笑み崩れた俊介に向けられ──。

			「だ……だれか、助けてッ！　助けてくれた人にはお金をあげるわ！」

			　本当に犯されるのだと実感した弥生が、形振り構わず叫び始めた。もちろん、俊介のやることはだれにも妨げられないから、遠巻きにしている男子たちは困った顔を見合わせるだけで動こうとしない。

			「十万でも二十万でも……ううん、好きなだけあげるッ！　私がお父様に頼めば、百万でも一千万でも出してくれるはず！　だから、だれかコイツを……この変態を、止めて……あッ!?　ああイヤ、イヤ……いやぁああっ！」

			　揺れる美尻を掴み、紅く熟れた秘裂へ真っ赤な亀頭を押し当てただけで、教室どころか廊下にまで響くほど大きな悲鳴を張り上げる御嬢様。

			「大袈裟だなあ。まだ先っちょも入ってないのに」

			「い、挿入いれられてから叫んだのでは、遅いでしょっ!?　ねえ、お願い、聞いて！　わ、私、処女なの……ほ、本当よッ!?　嘘じゃないの……さっき童貞くんって言ったことは謝る、謝りますから……ね？　お願い……あッ！　そ、そうだっ！　藤沢さんがしていたみたいに、おしゃぶりしてもいいわよ!?」

			「……ホント？」

			「ほ、ホントよ、ホント！」

			　震える肩越しに首を捻って、懸命な媚び笑いを見せる御嬢様。

			（ふぅん？　御嬢様のプライドって、この程度のものか。やっぱり、美柚子とは違うなあ。ちょっと興醒めしちゃったな）

			　頭の隅が冷静になりかけたが、しかし──目の前で四つん這いになり、白く瑞々しく輝く美尻は捨てがたい。指にはまだ、弥生の膣にしゃぶられた心地良さが残っているし──第一、ギチギチに硬くなったペニスが治まらない。

			「そんなエッチなことを言う処女は、僕は嫌いだな。おしおきしてやる」

			　言い訳じみた理屈をつけて、俊介は己のペニスを握り締めた。

			　肉悦の予感にむくれ、さらに怒張する亀頭を、弥生の秘裂の底で喘いでいる小さな小さな膣穴へ押し当てて──。

			「えっ!?　あ、ああダメ、だったらいまのはナシ、取り消しよっ！　待って、だからちょっと……うっ!?　く、うぅっ!?　待て待て待って、ひ、人の話を、き、き、聞きなさ……あッ!?　ああダメダメダメダメ、ダメ、ダメ……ダメぇえっ！」

			　──ずにゅっ！　ぐちゅちっ！

			　溶けた蝋のように熱くぬるぬるとした肉穴へ、力任せに、一気にねじ込む。

			「ひぁっ!?　ぎッ!?　ひぃい……ッ!?」

			　破瓜の激痛に目を見開き、涙に濡れた顔をはね上げてビククッと硬直する御嬢様。

			「くっ!?　う……ぉおっ!?　せ、狭い……おち、おち、オチンチンが……締めつけ、られ、るぅ……ッ！　それに、ずいぶん痛がってるし……弥生って、本当に処女だったんだな」

			「ほ、本当よ、本当だったのよぉ……！」

			「いやぁ、ごめん。嘘だと思ったから、思いっ切り深く挿入いれちゃった。それに……処女を失ってもいいじゃない」

			「な……なんでよっ!?」

			「なんでって、そりゃあ……蕩けるくらい熱くて柔らかな、プリプリとした弥生の粘膜が、僕のオチンチンにぬっちょりと絡みついて気持ちイイからさ。美柚子の口マ○コよりずっとずっとイイよ。よし、決めた。弥生のオマ○コは僕専用のオナホールだ！」

			「よ、よくないっ！　それ、全然良くないから……あっ!?　あ、あああ……」

			　昼休みの終了を告げるチャイムの音に、四つん這いの姿勢で背後から膣穴を貫かれたままの弥生は愕然とした。どこかへ避難していた女子たちが、紅い顔を俯けて渋々教室へ帰ってくる。机の間で俊介に犯されている御嬢様に気づき、慌てて目を逸らして、自分の席へ戻っていく。

			「み、見ない……でぇっ！　私を見ないで、お願い……見た人には、お父様に頼んで酷いことを……ふぁっ!?　あぎ、いぃいっ!?」

			　暴発しそうなペニスをクイッとわずかに引いただけで、立場も弁えずに命令しようとしていた弥生が激痛に呻いた。

			「あのね、弥生。弥生はもう、城山の御嬢様じゃないんだ。僕専用のオナホールなんだよ。そんな弥生が王様である僕を差しおいて、なんでみんなに命令してるの？」

			「ひぅっ!?　あ、あぎ、あぎぃぃ……ッ！　わ、分かった、分かりましたッ！　分かったから、あ、ぁぎぅっ！　う、う、動かさない、でぇえっ！」

			　鼻にかかった甘え声で、か弱く鳴き震える御嬢様。

			　弥生が声を出すたびにその膣穴がギュチッと締まり、俊介の淫棒が喰いちぎられそうなくらい強く強くしゃぶられる。

			「くっ!?　う、うぅっ!?　これ、すごい……美柚子の口マ○コにはなかった、きゅ、吸引……感ッ！　せ、精液まで、吸い出され、ちゃい……そうだよぉッ！」

			　童貞を卒業したばかりの俊介にはとても耐えられない、強烈な快感だ。

			　チャイムが鳴り、授業が始まっても、狂ったように腰を振って弥生をヒィヒィ鳴かせまくり──びゅくっ！　びゅくくっ！　どぴゅぴゅっ！

			　御嬢様の膣奧へ、滾る精液を思いっ切りぶちまけた。

			「あっ!?　えっ!?　やだ、嘘……は、葉山、アンタ、まさか……」

			　中出しされたのが分かるのか、弥生が嫌悪に歪んだ横顔を見せて声を震わせる。いつもの自信満々な顔とは遠くかけ離れた、弱々しい表情。

			「くはぁ……たまんねぇ……」

			　同年代の男子など歯牙にもかけなかった御嬢様を、犯した、穢した、自分のモノにした──肉体的な快感以上に征服欲を満たされて、心の底から恍惚となる俊介。繋がったままニヤけ、余韻を味わっていると──。

			「お、終わった？　だったら、葉山くんも城山さんも、早く席についてね」

			　教壇で居心地悪そうにしていた若い女教師が、目を逸らしたまま言いにくそうに言った。

			（あれ？　ああ、授業が始まってたのか……）

			　いまさらながらに気づいた俊介は、見慣れているはずの女教師をなにやら新鮮な気持ちでまじまじと見詰めた。

			　桜井さくらい美鈴みすず。

			　今年大学を卒業したばかりの新任教師だ。

			　小柄で童顔だから美人というより可愛い感じで──制服を着せたら、きっと生徒と見分けがつかないだろう。

			（うへへ、羞じらう美鈴ちゃんって可愛いなあ……あ、そうだ、こうして遊ぼう！）

			　意地悪を思いついた俊介は、シクシク啜り泣いている御嬢様からおもむろにペニスを引き抜き、これみよがしにブンブン揺らした。

			「ッ!?」

			　絶句して目を背ける若い女教師に、

			「僕は済んだけど、ほかの男子はまだ滾ってると思うんです。弥生の尻穴で抜かせてやろうと思うんですが、いいですか？」

			「えっ!?　そ、そんなこと、いいに決まってる……えっ!?　あっ!?　違う、そんなのいいに決まって……えっ!?　なんで、どうして……!?」

			　──命令口調でなくても、俊介の言葉は絶対なのだ。「してもよいか」と尋ねられた者は、それがどんなものであろうと「よい」と許可するほかはない。

			　涙をこぼしてアタフタしている若い女教師に満足し、俊介はクラスメイトを見回した。

			「聞いたな、みんな？　美鈴先生が、弥生の尻穴を犯してやれ、だってさ！」

			「ひっ!?　ひ、ひぃ……ッ!?」

			「違う、違うのみんな、私が言いたかったのはそういうことじゃなくって……ッ！」

			　御嬢様の掠れた悲鳴と罠にはめられた女教師の涙声は、男子たちの鬨の声に呆気なく掻き消された。

			　無理もない。

			　美柚子と弥生、ふたりの美少女が俊介に穢され、弱々しく鳴く様を、すぐ間近で、延々と見せつけられていた男子たちだ。

			　早くも目を血走らせ、鼻息を荒らげて、すっかり理性を失っている。椅子を蹴って立ち上がると、教室の中央で四つん這いのまま震えている御嬢様に殺到する。我先にとベルトを弛め、赤黒く照り光るペニスを競うように振り出す。

			「だ、だ……だだ……ああなぜっ!?　どうして!?」

			　ダメ、やめろ、とどうしても言えない女教師は、心の痛みに可愛い顔を歪めながら教卓の脇に座り込んだ──が、俊介の命令はまだ終わっていない。

			　弥生は散々嬲ったのだから、尻穴輪姦は単なるオマケだ。

			　次のメインディッシュは美鈴以外有り得ない。

			「うーん？　これだけ数が多いと、弥生の尻穴が毀れちゃうかな？　仕方ない、出席番号が四の倍数の男子だけ、弥生の尻穴を犯せ。他の者は、弥生の代わりに美鈴先生を犯せ」

			「……えっ!?　えぇっ!?　なんてことを言うの、葉山くんッ!?」

			「美鈴先生は大人だから、オマ○コも口マ○コも尻マ○コも平気なはずだ。僕？　ああ、僕は美柚子にしゃぶってもらうから大丈夫。遠慮しないで、美鈴先生の口やケツやオマ○コに、みんなのオチンチンを突っ込んじゃってよ」

			「い、いや……いやいや、やめてッ！　教室で、こんな、こんな……ああイヤッ！　いや、いや……いやぁああっ！」

			「痛い、痛い痛い……裂けちゃう、お尻裂けちゃう、毀れちゃ……うぅうっ！」

			　──童顔の女教師とかなり弱々しくなった御嬢様の泣き声に興奮しながら、すっかり憔悴しきった美柚子にペニスを咥えさせ、ニンマリ笑み崩れる俊介。

			（くぅうっ！　王様って、愉しいなあ！　一週間はやっぱり短すぎたか。時間が戻ってもう一度頼めるようになったら、今度は一ヵ月にしてもらおう。そしたらアレもコレも……うへへ、なんだってできるぞ！）

			　時間が戻れば記憶もリセットされてしまうことを忘れ、捕らぬ狸の皮算用をする。

			（ようし、次は……そうだな、せっかく王様なんだし、僕だけでなくみんなも愉しめるような命令にしてやろう。はてさて、どういうのがいいかなあ……？）

			　淫棒にいやらしく絡みついてくる、優等生美少女の温かな口腔粘膜の感触にうっとりしながら、俊介はない智恵を懸命に絞った。

			


			　翌日から、俊介によって改定された校則が施行された。かなりたくさん書き加えたり書き換えたりしたが、重要な変更点は次の辺りだろう。

			　一、女子は紅革の首輪を着用し、代わりにスカートと下着の着用を禁ず。また、衣服や手などによって股間、尻などを隠すことを禁ず。

			　一、女子は登下校の際に痴漢に遭っても、これに逆らってはならない。ただし、藤沢美柚子と城山弥生は葉山俊介の所有物であり、許可のない限り手出しをしてはならない。

			　一、登校時の持ち物検査の際、女子は膣と尻穴を検査されなければならない。

			　一、男子は、葉山俊介の許可なく射精してはならない。性交及びそれに準ずる行為（自慰行為等）も禁ず。

			　一、仮病による病欠は、絶対にしてはならない。

			　その結果──。

			「やっぱり弥生のマン毛って、濃い部類じゃん。それに……美柚子みたいなパイパンは、本当に珍しいんだな。ひとりもいないや」

			　頬を赤らめて恥ずかしそうに歩く下半身裸の女子たちを見回し、意地悪く笑う俊介。その背後では、首輪に鎖をかけられ、奴隷のように引き回されている美柚子と弥生が、暗い顔を俯けて恥辱に肩を震わせている。

			　登校時の通学路、天下の公道だ。

			　にもかかわらず、列を為して歩く歳頃の乙女たちのプリッと丸い桃尻が、麗らかな朝の陽射しを浴びて白く瑞々しく輝いている。だれもが柔らかな頬を恥ずかしそうに俯け、紅い唇を悔しげに噛んで──睫毛を震わせ、涙をこぼすその姿は、いずれも魅力が三倍増し。さっそく痴漢に襲われたのか、髪や口元、制服の襟などに、白濁液の雫がねっとり粘ついている者もいる。青褪め、啜り泣き、蹌踉そうろうとして──すっかり打ち拉がれた少女の哀れな姿を見るだけで、俊介の股間はギチギチに勃起してしまう。

			　恥ずかしい場所を隠すなという命令もあるから、股間の繁みも丸見えだ。濃い者、薄い者、縦に細長い者、顎髭のようになっている者──千差万別だが、弥生のようにもっさりしている者も結構いた。

			「うーん。マン毛コンテストを開きたくなるくらい、いろいろあるなあ」

			　なかなか淫らな光景だが、はしゃいでいるのは俊介だけだ。

			　羞じらって啜り泣いている女子たちはもちろん、下半身裸の女子たちに混じってノロノロ歩いている男子たちも、みな悔しそうに唇を噛み、淡い繁みやムチムチした尻などへ惹き寄せられる視線を必死に引き剥がしている。普段の状態ならともかく、射精を禁じられているいま、若い牝のプリプリした尻や瑞々しい恥丘などは、目の毒にしかならない。全員が全員、足取りがおぼつかないのは、ペニスが勃起して歩きにくいせいだろう。

			「こ……こんなことして、愉しいの……？」

			　背後で弥生が呟き、俊介が振り返る気配を見せると慌てて視線を逸らした。昨日、男子たちに尻穴を犯しまくられたせいなのか、以前のような高飛車な態度はすっかりなりを潜めているが──。

			「言いたいことがあればハッキリ言えよ、弥生」

			　俊介が命じれば、形良い瞳をキッと尖らせて自棄気味に叫ぶ。

			「こ、こんなバカみたいなことして、なにが愉しいの？　頭おかしいんじゃないの!?」

			「愉しいさ。愉しいに決まってる。ほら見ろよ、あれ」

			　指差した先は、学園の門だ。

			　毎朝恒例の持ち物検査が行われている。

			　男子はほぼノーチェックだが、頬を赤らめた女子たちはひとりひとり足止めされ──教師や生徒会の役員に秘裂をまさぐられ、尻穴に指を突っ込まれて、細い肩を震わせながら恥辱の涙を流していた。

			　姿勢の指定も探り方の指示も、俊介のことだからもちろんしてある。

			　調べられる女子は調べてくれる男に対し、まず背を向けなければならない。そして膝に手をつき、桃の実のように丸い美尻をクイッと差し出すのだ。

			　差し出された男は、まず少女の股間に手を差し入れ、秘裂を指で掻き回す。温かな粘液を指にねちょねちょ絡めたら、それをおもむろに尻穴へ挿し込む。

			「ふ、あ……うぅっ！」

			　穢れの肉穴に己の恥ずかしい粘液を塗り付けられた女子たちは、みな恥辱に頬を赤らめ、唇を震わせながら涙をこぼしていた。

			（うんうん、実に良い）

			　死にかけの鶏みたいな教頭の、枯れ枝のような指で尻穴をヌポヌポ穿られているのは、陸上部女子の主将で子供っぽいショートカットが愛らしい山名やまな恵めぐみ。女子の制服を着ていても男のコに間違えられることがあるそうだが、イヤ、イヤ、と叫びながら涙をこぼしているその姿はなんとも可愛い女のコだ。

			　剣道部の期待のホープとして注目を集めていたポニーテール美少女・芦谷あしや鈴香すずかは、生真面目な生徒会長に股間をまさぐられて辛そうに眉を歪めていたが、俊介の視線に気づくと切れ長の瞳をキッと上げ、負けん気の強そうな顔で睨みつけてきた。

			（うはっ！　いいね、いいね。そういう顔、大好き！）

			　嗜虐趣味を刺激された俊介は、ふたりの奴隷を引き連れたまま生徒会長に近づいた。眼鏡が曇るほど頬を赤らめている会長は、ニヤついた俊介の視線に気づくと慌てて己の股間を押さえ、はしたなく盛り上がっているズボンの脹らみを隠す。

			「お務めご苦労様、会長さん。なに？　このコとエッチしたいの？」

			「ち、ちが……ぼぼ、僕は、エッチできるならだれでもいい……あわわっ!?」

			「ごめんね、王様の質問は誤魔化せないんだよ。それにしても、そっか。生徒会長はだれだっていいのか……じゃあ、もしこの子とエッチできるなら、したい？」

			「し……した、い……うっ!?　い、いやその、しかしこんな朝っぱらから、こんなところで、そ、そんな……こ、この子だって、そんなのイヤなはず……」

			「遠慮しなくていい。これは御褒美なんだから。一回だけ、この子の好きな穴を犯していいことにしてあげる」

			「えっ!?」「ば、バカな……勝手なことを言うな！」

			　驚く生徒会長と焦る剣道少女を無視し、得意気な顔で周囲を見回す俊介。

			「生徒会のほかのみんなも、先生方も、鈴香ちゃんならどの穴でも一回ずつ犯していい。ただし、ここで犯すこと。いいね」

			　許可した途端、ジャージ姿の体育教師が獣のように吼えた。驚く鈴香の頭を掴み、猛々しく勃起した淫棒をその口へねじ込む。

			「ゆ、許せ、芦谷ッ！　これは命令なんだ、葉山の命令なんだよ！　王様の命令には逆らえないんだ、許せ、許せぇっ！」

			「そ……そうだ、命令、なんだ……これは命令、命令なんだよぉおっ！」

			　たくましい体育教師の犯罪的行為に触発されて、生徒会長も真面目少年の仮面を脱ぎ捨てた。焦る指先で必死にベルトを弛め、滾るペニスを鈴香の若々しい秘裂へ、力任せにねじ込んでしまう。

			「ンぉっ!?　ん、んんっ!?」

			　激痛に眉を歪め、驚きに目を見開いて、巨根に塞がれた口から涎混じりの嗚咽をこぼすポニーテール美少女。

			　溜飲を下げた俊介は、

			「一回だけだよ、一回だけ。でも、おかしいなあ。僕は犯したければ犯してもいいって許可しただけで、犯せなんて一言も言ってないんだけどね」

			　猛っている体育教師と生徒会長の心にも言葉の釘をわざわざ打ち込んでから、美柚子と弥生を連れて門に入った。

			　しばらくして──。

			「……やっぱり分からない。ああいうことを他人にさせても、愉しいわけ？」

			　背後から聞こえてくる鈴香の悲鳴を気にしながら、弥生が訊く。

			「うん。いくら僕が王様でも、たったひとりで世界中の女のコを辱め尽くすのは無理だからね。役割分担だよ」

			「そ……そうまでして、女のコのを辱めたいの？　ひょっとして、自分がモテないからって、世の中すべての女のコを恨んでいたの？」

			　御嬢様の挑発的な問いに、俊介は苦笑しながら首を捻った。

			「うーん？　いや、そうじゃないな。ただ純粋に、こういう世界を見たかっただけだよ。昨日、弥生と美鈴ちゃんがヒィヒィ泣いているのを見て、改めて確信したんだ。僕はね、女のコが虐められているのを見るのが好きなんだ。もちろん、虐めるのも好きだけど」

			「だから、なんで虐めなきゃいけないのっ!?　可哀想だと思わないの!?」

			「あー、いや、可哀想だよ。可哀想は可哀想なんだけど……助けてあげたいとかは、思わないんだな。シクシク泣いていたりヒィヒィ叫んでいたりする女のコを見ると、ほら、僕のオチンチンは硬くなっちゃうんだよ」

			「やっぱりアンタって、最低……」

			　低く吐き捨てられた御嬢様の言葉を、余裕の顔で聞き流す俊介。どれほど憎まれようと、だれから恨まれようと、決して害されないのだから手加減する必要は一切ない。

			　それに──自分に向けられる憎悪の念は、倍の絶望となってその者の心を傷つけるはず。俊介に対して怒りを抱けば抱くほど、「王様はだれにも邪魔されない」という付則の威力を体感し、己の非力さや無力さを再認識しなければならないからだ。

			（弥生御嬢様は勝ち気だから、余計に深く傷つくだろうなあ……でも、僕が本当に虐めたいのは、美柚子だけなんだよね）

			　肩越しにチラッと背後の優等生美少女を盗み見るが、暗い顔は俯けられ、表情が見えない。弥生のようにブツブツ文句を言わないから、なにを考えているか分からない。

			（まさか、もう毀れちゃったってことは……いやいや、それはない。美柚子は一見華奢で弱々しそうだけど、本当は芯の強い、頑張り屋の女のコなんだ。じゃなきゃ、首席入学なんてできないし、それからずっと学年トップを維持するのも不可能だ）

			　さて、今日はどうやって虐めてやろう──そう思うと、俊介の鼻の下はだらだらと、際限なく伸びきってしまうのだった。

			＊　　＊　　＊

			　瞬く間に一日が過ぎて、放課後──。

			「どうだ、美柚子？　お前のお尻は、いまどうなってる？」

			「ン、あ……うぅ……わ、分から、ない……か、感覚が、なくなって……う、うぅ……」

			　俊介の机の上で四つん這いになった美柚子が、小さく蹲った身体を震わせ、わななく唇を喘がせて、掠れた声をこぼす。

			　今日は一日中、美柚子の尻穴を指で穿っていた。朝のＨＲからずっと、体育の時間もサボって自分の席に腰掛けて──トイレに行きたくなったり、射精したくなったりすれば、傍の女子を呼び付けてしゃぶらせたりしながら、帰りのＨＲまで延々と。

			（処女マ○コは最後に犯すとして、その前に徹底的に穢し尽くさなければならないんだから、ウンチの穴も使えるようにしないとね）

			　そう考えて弄り始めた優等生の尻穴は、半日かけた甲斐あってかなり解れたようだ。最初のうちは指を一本挿入いれるのにもかなり力が要ったが、いまは三本まとめて挿入いれられる。左右の縁に親指を引っ掛け、クイッと横へ広げれば、紅く火照っていやらしく蕩けた排泄孔が色を失うほど伸びきって──赤黒く翳る、粘液に濡れた、美少女の生々しい肉穴がぬぱぁっと大きく口を開いた。

			「よしよし、いいぞ。これならオチンチンも挿入いれられそうだ」

			　ニヤつく俊介の傍らには、下半身裸の弥生が白く輝く脚線美を肩幅よりやや広く開き、頬を赤らめ、息を乱して──己の秘裂をぬちゅりくちゅりと掻き回している。ハの字に開いた太股は艶めかしい桜色に火照り、内側を向いてカクカク震えている小さな膝小僧の辺りまで、割れ目から溢れ出した愛液がぬらぬら光る筋を為している。

			　こちらも、一日中ずっとだ。

			　途中、トイレに行きたいとワガママを言って授業中にもかかわらずギャアギャアと泣き喚いたが、みなの前で失禁してからはすっかり大人しくなった。勝ち気だった瞳は光を失い、淫悦に蕩け──ふぅ、はぁ、と甘い吐息を漏らしながら、俊介の命令通り立ったままのオナニーをし続けている。

			　美柚子の尻穴を穿っていた俊介の指が、ときおり弥生の股間へ伸び──。

			「うっ!?　ふぁ、んンぅ……ッ！」

			　蜜まみれの淫唇を硬い指先にしごかれ、びくん、と腰を引く弥生。

			　滴る愛液を、ローション代わりにされているのだ。

			「ま……まだ……するの？　もう放課後……なのに……」

			　再び弱々しい声で、美柚子が言う。

			　少しは感想を言え、という命令によってなんとか喋らせることはできたが、相変わらず口数が少ない。最初のうちの「イヤ、恥ずかしい」「汚い、ダメ」は可愛かったし、中盤の「トイレに行きたい、オシッコしたい」では久々の赤面と大粒の涙、震える桃尻を拝めて満足したが──。

			「お尻、気持ちよくならない？」

			「うん……全然……」

			　期待していたような結果にはならなかった。

			　美少女の可憐な尻穴を指でホジホジしているうちに、肛門で感じ始め、次第に我を失っていく優等生──というのを見たかったのだが、ああいうのはやはり、フィクションの中にしか存在しないのだろうか。

			（ウンチの穴に挿入いれて、ウンチの穴で気持ちよくなりたいの──とか、言うように命じるのは……いや、それは反則だな。無理矢理言わされたという理屈がつけば、美柚子の心は傷つかない。授業中なら、人目を気にして恥ずかしがったかもしれないけど、ほぼ全員が帰ってしまったいまじゃなあ……あれ？）

			　何気なく見回すと、男子のほとんどが残っていた。

			　全員が全員、目を血走らせて鼻息を荒らげ──恨めしそうな目で俊介を睨んでいる。

			「あれ？　どうしたの？」

			「どうしたの、じゃねぇよっ！」

			「テメェ、葉山ぁあっ！　いますぐオナ禁を解け！　チンポが爆発しちまうだろうが！」

			「き、昨日みたいに、弥生御嬢様の尻穴を犯らせてくれよぉっ！」

			　ああ、そっか──と、状況をようやく理解してニンマリ微笑む俊介。

			　射精を禁じられた彼らは、尻穴を穿られて恥ずかしい吐息を漏らしている優等生や立ったままオナニーして恍惚となっている御嬢様に欲情し、ずっと股間を滾らせていたのだ。勃起したまま延々と焦らされているペニスがかなり辛いらしく、腰を引いて机にしがみつき、ぷるぷる震えながら涙目になっている者もいる。

			（他人の性欲をコントロールすることが人心掌握の基本だと、なにかの本に書いてあったなあ。いまならコイツら、僕の許可を得るためになんでもするだろうな）

			　王様として命令を下しても同じ結果が得られるだろうが、根本が違う。

			　命令に嫌々従うか、悦んで従うか──この違いは、かなり大きい。

			（美柚子や弥生は嫌々従わせたほうが愉しいけど、ほかの連中には、僕に従うことに悦びを覚えてもらいたいな。下々の民草に感謝される偉大な王様……うん、悪くない）

			　暗い悦びに相好を崩した俊介は、ふと「いいこと」を思いついた。

			　男子たちに悦ばれつつ、優等生や弥生には嫌われること。

			「しょうがないなあ……じゃあ、机を退けて広場を作ってよ。美柚子と弥生にぶっかけさせてあげるから」

			「ほ、ホントかっ!?」

			　咆哮のような歓声を上げた男子たちが一斉に動き始め、教室の真ン中にたちまち小さな広場ができ上がった。獣欲の生け贄に捧げられたふたりの美少女は、ともに顔色を失って震え、涙をこぼし──俊介に命令されるまま、おずおずと床に正座する。

			「ちゃんと背筋を伸ばして、胸を張って。顎は引いて、瞼を伏せがちにして、視線を膝の先に落とすこと。両手は太股の上に、揃えて伸ばした指の先を、やや内側に向けて」

			　細かな指示を飛ばすと、少し離れて背を向け合った美柚子と弥生は、まるで茶席に活けられた名花のよう。どちらもスタイルが良いから、実に絵になる。

			「さあ。好きなほうの、好きなところへ、好きなようにぶっかけて。あ、触るのは禁止ね。二匹とも僕のなんだから、ぶっかけるだけだよ」

			「い、いいんだなっ!?　本当にいいんだな!?　よ、よぉっし！」

			「みみみ、美柚子、さぁあンッ！」

			　興奮した男子たちがたおやかな美少女たちを取り囲み、競うようにベルトを弛めて淫棒を振り出した。かなり前から我慢の限界だったらしく、

			「うぉ、お、ぉおおっ！」

			　吼えてわずかに三擦り半、最初の精液がビュククッと噴き出す。

			「ひ……」

			　微かに漏れた悲鳴は、美柚子の声か弥生の声か──とにかく、その弱々しい響きが若い牡たちをさらに興奮させた。

			「美柚子の髪、髪……髪ぃっ！」

			「弥生の胸……でけぇッ！」

			　譫言のように叫びつつ、己の肉棒をしごいて瞬く間に果てる。どぴゅぴゅ、びゅるる、と弧を描いて飛ぶ白濁液が、姿勢良く正座した美少女の艶やかな髪に粘つき、柔らかな頬を穢し──制服の胸や肩を濡らし、腕や太股に貼りつく。

			「う、うぅ……や、いや……やめて、汚い……うぅぅ……」

			　顔を俯けて啜り泣く弥生の、震える唇を狙って──びゅくっ！　どぴゅぴゅっ！

			　精臭に細い眉を歪め、静かに涙をこぼす美柚子の、黒髪から覗くなよやかなうなじに向けて──どぴゅっ！　びゅくくっ！　どぷ、どぷ、どぷ。

			　教室に漂う青臭さが濃くなるたび、ふたりの美少女が穢れていく。可愛いつむじに青白く光る粘液のダマが粘つき、艶やかな髪にねっとりと絡みつく。

			「一発抜いたら、ほかのクラスの男子たちを呼んできてよ。いまから一時間だけ、美柚子と弥生へのぶっかけ祭を開催するから」

			「お前ってヤツは……よし、俺に任せとけ！」

			　王様の共犯者になった少年たちは、喜々として教室から飛び出していった。

			＊　　＊　　＊

			　一時間後──文字通り頭の天辺から爪先まで精液まみれになった美柚子と弥生は、得意気な顔の俊介のうしろを、よろよろふらつきながら歩く。何度も何度も浴びせられた白濁液は哀れな美少女たちの瞼を塞ぎ、耳を塞いで──首輪にかけられた鎖に引かれなければ、どちらへ向かえば良いのかも分からない状態。

			「美柚子も弥生も、すごく臭いよ。イカ臭い。これじゃあ電車に乗れないなあ。弥生の家まで、歩いていくか。街中のみんなに見られちゃうけど……いいよね？　顔中精液まみれで肌の色も分からないくらいだから、だれだか分からないだろうし」

			「い、いや……やめ、て……」

			　別人のように弱々しくなった弥生の声が、きれぎれに聞こえた。

			　俊介が振り向くと、気配を察したのか、啜り泣く御嬢様は髪の先から垂れる精液のつららを揺らしてサッと顔を背ける。

			「そうか、イヤか。じゃあ仕方ないなあ」

			　苦笑した俊介だが、もちろん許すわけがない。

			「自己紹介しながら帰ろう。私は○○ですって自分の名前を言って、そのうしろにぶっかけ大好き、精液大好きって付け足すんだ。あ、美柚子は言わなくていいからね」

			「っ!?　そ、そんなぁ……あ、あぁあ……私は城山弥生、です……ぶっかけ大好き、精液大好き……わ、私は城山弥生です、ぶっかけ大好き、精液大好き……」

			　美柚子と弥生の扱いは、意識的に大きな差をつけるようにしていた。美柚子を弄って興奮したら弥生を犯す──あるいは、弥生に酷いことをしておいて、美柚子だけは免除してやる──。

			　理不尽な差別化は、御嬢様のプライドを傷つけるはずだ。

			　そう思うだけで、俊介の股間は熱く滾った。

			＊　　＊　　＊

			　木曜日──俊介が王様になってから、四回目の朝。

			「弥生の家は広くていいけど、遠いのが難点だよな」

			　すっかり憔悴しきったふたりの美少女を奴隷のように引き連れ、環状線に乗り込んだ俊介がぼやく。

			　性奴隷を二匹も連れて思い通りの陵辱をするには、俊介の家は狭すぎた。なので、弥生の家に居候──もちろん、弥生の母や姉も犯してみた。当然、父親の前でだ。血涙を流して憤慨した城山家現当主は一晩で廃人となり、いまは弥生の姉にペニスをしゃぶられて恍惚の日々を送っている──しているのだが、いかんせん遠い。環状線に揺られて三十分はかかる。

			　今日は通勤ラッシュを避けてやや早い時間帯にしたのだが、しかし席はいつものように埋め尽くされていた。オシクラマンジュウにならないだけまだマシか。

			　もちろん、王様である俊介が命じればスペースなどすぐに得られるのだが、物理的な許容度が増えるわけではないから車両の端で圧死者が大量発生する。「僕の行いでだれか死んでもすぐに生き返ること」というふたつめのお願いが利いて本当の死人こそ出ないが、俊介はこの力を、エロ事以外には用いたくなかった。

			　そんなわけで──。

			（一昨日の晩は美柚子の尻穴を犯しまくり、昨日は美柚子と弥生の尻穴を犯し比べて──朝は朝で、目覚まし時計代わりに美柚子と弥生にしゃぶらせているしなあ。気持ちよくていいけど、さすがにちょっと、体力が保たないや）

			　変な命令を発しないよう胸の内に呟きながら、空席はないかと車内を見回す俊介。

			　すると──美柚子や弥生と同じように下半身裸の少女が、脂ぎった中年男性の膝の上に座らされ、真っ赤な顔を俯けているのが見えた。男の指は少女の股間へ伸び、幼気な秘裂をいやらしい手つきで弄り回している。頬を赤らめた女子が白い細指を噛んで震えているのは、漏れそうになる声を必死にこらえているからか。

			「はは、愉しんでるねえ……っと!?」

			「ご、ごめんなさい！」

			　締まりかけていた扉を擦り抜け、別の少女が車内へ飛び込んできた。悪気はなかったのだろうが俊介を突き飛ばすような恰好になり、手摺りに掴まってなんとか止まる。

			「はぁ、ふぅ、はぁ……間に合った……え？　あっ!?」

			「驚くことないよ。キミ、可愛いから、僕が犯してあげる」

			　たぶん年下なのだろう、ツインテールがよく似合う小柄童顔の少女の細い手首に、俊介は手早く手錠をかけてニンマリ笑った。

			　少女の着ている制服は、躾けが厳しいことで全国的に有名な名門女学園のもの。進学率はあまり高くないが、玉の輿率は異常に高いらしい。

			（弥生とは違うタイプの──つまりキッチリ躾けられた、いいところの御嬢様なわけだ）

			　そう思えば、すでに射精を済ませた疲れも一瞬で吹き飛んでしまう。

			「え？　あ？　や、やめて……ぁあっ！」

			「ほら、ジッとして。パンティを脱がすんだから」

			「やめてください、そんな、そんな……あ、うぅ……！」

			　羞じらって尻を振る少女のスカートの中へ手を差し入れ、下着を引き下ろす。少女の匂いと体温が染みついているその薄布を、俊介は鼻に押し当ててスンスンと嗅ぐ。

			「……この匂い、処女だな。ラッキー」

			　毎日毎日、さまざまな女性を思いつくまま犯しまくっていた俊介は、秘裂の匂いだけで処女か否かが分かるようになっていた。甘酸っぱい牝香は淡く、代わりになんとも言えない生臭さが鼻を突くのだ。頭のいい美柚子に「なんでだと思う？」と尋ねたら、牡を避けるためではないか、との答え。身体が成熟しきっていない少女に欲情するのは、生物的に異常なことだそうだ。

			（逆に言えば文化的ってことだよね）

			　都合の良い理屈を胸中に呟きつつ、

			「ぶ、ぶつかってごめんなさい、許して、お願い……あっ!?　ああダメ、ダメダメ……ひぃッ!?　ひぎ……ギひぃいッ！」

			　走り出した電車の中、手摺りにしがみついて泣き叫ぶ初対面の少女の、熱くて狭い処女膣穴へ勃起ペニスをいきなりねじ込む。

			「くぅっ!?　狭い、全然濡れてない……うへへ、やっぱり処女だ！」

			　思い入れのない相手だからネチネチ嬲ったりはせず、逆に最初から荒々しく突いて突いて突きまくって、

			「ひ、ひぃ、ぎぃぃいっ!?　痛い、痛い痛い、痛いぃいいっ！」

			　破瓜の激痛がもたらす可愛い鳴き声を堪能する。

			　処女ゆえの吸引感も、悪くない。

			　月曜日から水曜日までの三日間で少女から熟女まで一通り試してみた結果、おおよその傾向は掴めたような気がする。

			　まず──熟女の膣穴は深く柔らかく温かくて、よく動く。いくつも連なった口に同時に貪られているような、膣以外では得られない悦びを与えてくれる。締めつけは緩いがその分巧みで、じっくり愉しむには良い穴だ。

			　弥生の姉くらいの年代になると、個人差が大きい。締めつけと蠕動のバランスが絶妙な者もいれば、緩いクセに全然動かなくてちっとも愉しくない者もいる。

			　年齢が下がるにつれてその傾向は顕著になるが──例外は処女だ。

			　とにかく、きつい。尻穴のようにきつい。熱くヌルヌルした粘膜がとにかく淫棒に密着するから、熟女のような巧みな蠕動など一切不要だ。オナホールと同じで、動けば動くほど、突けば突くほど、肉茎の芯が痺れてしまうくらい気持ちよくなる。

			「ひぎぃ、ぎひぃいいっ！」

			　──という切実な悲鳴も、俊介の耳にはよい音色。

			「いい声だ。すっごくいい声だ。オチンチンも、キミの処女マ○コにギュッチギュッチと締めつけられて……く、はぁあっ！　処女マ○コ、サイコーッ！」

			「痛い、やめ、ぁあっ！　さ、裂けちゃう……毀れちゃ、うぅうっ！」

			　手摺りに掴まって鳴き叫ぶ、名門女学園の小柄な生徒。

			　細い背をしきりにくねらせ、ツインテールを激しく揺らしながら、助けを求めて必死に車内を見回すが──俊介の行為はだれにも止められないから、心ある者も見て見ぬフリをするのが精一杯。たいていの男は無料で鑑賞できる陵辱劇に股間を硬く膨らませ、鼻息を荒くして、哀れな少女をニヤニヤしながら見詰めている。

			「うぅ、ぁあ……そんな、そんなぁ……パパ、ママ、許してぇッ！　み、翠みどりは、翠は……お嫁にいけなく、なっちゃいましたぁっ！」

			「大袈裟だなあ、中に出さなきゃ大丈夫……うっ！　うぅッ！」

			　悶える少女の細い腰をガチッと掴み、不意に動きを止めて硬直する俊介。

			　いまだに潤みきっていない幼気な膣の奥底へ、ドプッドプッと射精したのだ。

			「ひぁ……ッ!?　えっ!?　あっ!?　な、中に……ええっ!?　中にぃいっ!?」

			「ごめんごめん、中に出しちゃった。ええっと、翠ちゃん、だっけ？　キミのオマ○コがあんまりにも具合良かったからさ。あ、言っとくけど、別に早漏じゃないからね。次の駅で降りなきゃいけないから、早く出したんだよ」

			　言い訳がましく言った俊介は、用を終えたペニスを引き抜いていそいそと仕舞った。いつどこでなにをしていようとだれからも文句を言われない王様だから、別にぶらぶらさせていてもよいのだが、平常時の淫棒を見られるのは少し恥ずかしい。

			「うぅ、うぅぅ……行きずりにこんな……ひ、酷い……」

			「心外だなあ、いまのは全然酷くないよ。王様としての、可愛い女のコに対するまっとうな挨拶だ。酷いっていうのは、こういうことさ──翠ちゃんは、この車両専用の公衆便女だ。だれがどんな風にキミを犯しても、その者は罪に問われない」

			「……え？　な、なにを言って……」

			　驚愕に涙目を見開く少女。

			　思い掛けずおこぼれにあずかって、獣のように吼える乗客たち。

			「でもって、この命令は翠ちゃんが死ぬまで有効だ。じゃあね」

			「え？　ええっ!?　待って、待ってくださ……きゃぁああっ！」

			　すでに目を血走らせていた男たちにたちまち襲われた少女の悲鳴が、閉まる扉に遮られる。プラットホームに降り立った俊介は、ガラス窓越しに縋るような目を向けてくる名門女学園の生徒を見送り──と。

			「なに、その目は？　僕に文句があるの？」

			　涙目で睨みつけている弥生に気づいて、少し気を悪くした。

			　いや、いまに始まったことではない。しばらく前から、弥生の反応が少しずつ期待外れになってきたのだ。

			「あるわよっ！　いい加減にしなさいよッ！　毎日毎日毎日毎日、だれかれ構わず犯して、捨てて──アナタいったい、女をなんだと思ってるのよッ!?」

			　天下の王様に向かってこの口調は、なるほど弥生御嬢様らしい。しかし、

			「前々から言おう言おうと思っていたけど、公衆便女はやめなさい！　輪姦って、肉体的にも精神的にも酷く傷つくし、性病が広まって大変なことになるわよ！」

			　こんなに理屈っぽいとは思わなかった。

			　じっくり観察したわけではないが、どうやら弥生は美柚子を真似たいようだ。が、理屈というのは静かに懇々と話されるから聞く気にもなるわけで──御嬢様のように金切り声で叫ばれては、嫌な気持ちだけが膨れ上がってしまう。

			「性病なんて気にしなくていい。ちゃんと対策を考えてるよ」

			「え？　う、嘘……葉山って、そんなに頭よかった？」

			「まあね」

			　──対策もなにも、次の日曜日には時間がリセットされるのだ。それまでに性病が蔓延したとしても、まだ潜伏期間。発症する前にすべてなかったことにされるのだから、心配などまったく必要ない。

			　ただ、いまここで種明かしをしては興醒めだから、俊介はニヤニヤしているだけでなにも言わない。その代わりに手錠を出して──。

			「……あっ!?　え……!?」

			　弥生の手首にかけた。

			「な、なに？　なによ、なんでなのよっ!?」

			「うーん、なにって言われると、ちょっと困るんだけどね。弥生って、最近急に面倒くさいコになっちゃったからさ。もう要らないんだよ」

			「な……なによ、それッ!?」

			　たちまち真っ青になる御嬢様を引きずるようにして、ホームの中央に立つ柱に繋ぐ。次の電車を待っている乗客たちが、なんの騒ぎかと興味を覚えて少しずつ集まってくる。

			「葉山って、藤沢さんみたいな女のコが好きなんじゃないの？　あ……分かった！　頭がいいコではなくて、物静かなコがいいのね!?　ご、ごめんなさい、私、勘違いしてた。もう黙ります、もうなにも言わない……だ、だから、だから……おねが」

			「ダメ」

			　いじましい泣き顔で哀願する弥生の言葉を喰い気味に遮って、ニンマリ微笑む俊介。

			「やっぱり、弥生は頭が悪いんだな。僕はコレクターだから、同じタイプのコは要らないんだよ。美柚子のようになろうとせず、弥生が弥生のままで居続けたら、公衆便女にはしなかったんだけどねえ」

			「……っ!?　ゆ、ゆゆ、許してぇっ！　お願いです、なんでもしま」

			「ダメ。もう決めた。弥生はココで、公衆便女になれ。なぁに、大丈夫。心配ない。弥生は口マ○コも尻マ○コも膣マ○コも全部全部、なかなか具合いいから、きっとみんなに好かれるよ。顔も声も悪くないしね」

			　ニヤニヤした俊介が美柚子の肩を抱いて背を向けると、真っ青になって涙をこぼす弥生が「待って！」と甘え声を発した。

			「ご、ごめんなさい！　王様に盾突いた私がバカです、謝りますッ！　お願いします、私は私らしくなりますから、どうか、どうか……」

			「いや、だからさ」

			　と、わざわざ振り返って苦笑を見せる俊介。

			「以前の弥生は、絶対にそんな風に謝ったりしなかっただろ？　もうダメだよ、弥生は変わってしまったんだ。だから、公衆便女決定」

			「そんな、そんな……」

			「このプラットホームで、いろんなヒトに犯されちゃってよ。口マ○コも尻マ○コも、もちろんオマ○コも、トロトロのぐちょぐちょになるまで犯されまくってよ」

			「あ、あんなにいっぱい、したじゃない！　私の中に、いっぱいいっぱい出したじゃない！　なのに捨てるの!?　こ、この私を……いや、いやいや捨てないでぇっ！」

			　咄嗟に「元の自分」を演じようとした弥生だったが、すでに性奴隷の境遇に馴染んでしまっていたのか、結局最後は哀願し始めた。実に興醒めだ。美貌は相変わらずではあるが、単に「みなが羨むほどの美少女」だけなら、美柚子ひとりで間に合っている。

			（残り時間も少ないし、今後は美柚子ひとりに集中しよう……っと？）

			　改札を潜って駅舎に入ったところで、背後に引き連れている美少女がぽそり、となにか言った。聞き返すつもりで俊介が振り返ると──細い眉をキッと吊り上げた美柚子が、顔面蒼白になりながら唇を震わせている。

			「なに？」

			「あ、あ、アナタなんか、大ッ嫌いよ！　いやらしいし、意地悪だし、乱暴だし、優しくないし……と、とにかく、人間のクズだもの！」

			「え？　な、なに？　急にどうしちゃったの、美柚子？」

			「急じゃないわ！　前からずっと、言おう言おうと思っていたのよ！」

			　優等生美少女のあまりに唐突な豹変に一瞬呆然としかけた俊介は、しかしすぐに思い当たった。なるほど、実に美柚子らしい──ほぼ確信しながらも、

			「なにを考えているか、正確に手短に言え」

			　ニヤニヤしながら命令する。

			　果たして──。

			「アナタと離れたい。そのためなら公衆便女になってもいい。だから、城山さんっぽいことを言ってみた。でも、城山さんみたいにプラットホームに繋がれるのは、遠くからも見られるし、日焼けもするからイヤ。その点、駅舎の中なら……あっ!?　あ……うぅ……」

			　実に簡単明瞭に、思考過程を披露してくれる。

			　種明かしを強制された美柚子はさらに顔色を失い、首輪から伸びる鎖がピンと張るほど後退った。強張る頬、涙に潤む瞳、わななき震える紅い唇──美しい。

			「やっぱり優等生は、いろんな意味で頭いいんだなあ。ますます好きになっちゃったよ。よぅし、もう絶対に離さないぞ！」

			「ひっ!?　ああイヤ、イヤァッ！」

			　いやらしい笑顔を全開にして抱きつくと、美柚子は裸の脚を縺れさせて蹌踉よろめいた。腕に感じる柔らかな温かさ。見た目よりもは少々重いが、ほかの少女と比べれば遥かに軽い華奢な女体──朝シャンしてから間もない髪も、いい匂いがする。

			「うぅ、くぅぅっ！　またオチンチンが、硬くなっちゃったぞ！」

			　嬉しくなった俊介はコンコースの真ン中で優等生美少女を四つん這いにさせ、その尻穴へ滾るペニスをねじ込んだ。

			「く……ッ!?　う、うぅ……ッ！　嫌、こんなところで、ああそんな……あ、うぅ！」

			　いまだに羞じらいを忘れない美柚子だが、その排泄器官はすでにすっかり成熟しきっていて、俊介の淫棒は熱い潤みの中へぬぷぬぷぬぷ──となめらかに潜り込んでいく。

			（これだよ、これ！　優等生美少女性奴隷は、口マ○コは下手なままがいいけど、その代わりに尻マ○コは完成していなきゃね！）

			　処女の膣穴に似た締めつけで、熱い腸液に濡れた柔らかな粘膜が、俊介の肉棒を尖端から根元まで余すところなく包み込む。膣と違ってゴム膜のようにのっぺりしているが、その代わりにギュチッギュチッと──毎日の排泄によって鍛えられたしなやかな平滑筋が、勃起ペニスをしっかり揉み搾ってくれる。

			　それに──おずおずと集まってくる観客の視線も気持ちイイ。

			　自分が注目の的になっている、という快感だけでなく、

			「み、見ないで……いやぁ、だめぇええっ！　見ないで、見ないでぇえっ！」

			　我を失って鳴き叫ぶ優等生の哀れな姿が、たまらないほど心地良い。

			「それじゃあダメだ、美柚子。ギャラリーのみなさんが愉しめないだろ？　こういう時は、お尻イイッて叫ぶんだ。お尻でイッちゃうイッちゃうぅ、って──ほら、言えよ」

			「うぅ……ッ!?　や、ダメ……ぁああっ！　お尻、お尻……イィイッ！　お尻でイッちゃう、イッちゃうぅうっ！」

			　王様の命令によって無理矢理叫ばせたよがり声だが、恥辱に震え、突き込みに波打っているから、本当に感じているように聞こえた。

			　それに──真の目的はギャラリーを悦ばせることではない。

			　こうやってみなの前で淫らな言葉を叫ばせ、優等生の羞恥心を掻き立て、理性をちくちくネチネチ虐めているのだ。

			「ようし、いいぞ美柚子。繰り返せ」

			「お、お……お尻、いぃい……お尻でイッちゃう、イッちゃうイッちゃう、イッちゃうぅう────ッ！」

			　そう叫ぶ時の美柚子は、頬を緩めて唇を微笑ませ、舌をだらりと垂らしながら涎をこぼし、涙に濡れた両眼は白目を剥いて──いわゆるアヘ顔になっている。イッちゃうと叫ぶ時はアヘ顔になれ、という命令を、先に下しておいたからだ。

			　もちろん、カラクリを知っているのは俊介だけだから──。

			「う、嘘っ!?　あんなにお淑やかそうな女のコが、お尻にオチンチンを挿入いれられて、あんなにいやらしい顔になってる……」

			「本当にいるのか、お尻で感じちゃう女って……」

			「藤沢って、頭無茶苦茶いいんだろ？　それなのに、なんだよあのだらしない顔は」

			「勉強のしすぎで変態になっちまったんじゃねぇの？」

			　十重二十重に集まってきた観客たちが驚き呆れ、蔑み嘲る。

			　それもまた、美柚子の羞恥心を刺激して──。

			「イッちゃう、イッちゃう……お尻で、お尻で、イッちゃうイッちゃう、イッちゃ、あ、ああああ、あひぃい────ッ！」

			「くっ!?　うぉあっ!?」

			　──びゅくっ！　どぴゅぴゅっ！

			　一際強い締めつけに負け、美柚子の直腸へ中出しする俊介。

			　と同時に、嘶くように反り返っていた優等生美少女が──ぷしゅっ！

			　ぴゅるるっ！　ぷっしゃぁああああ……。

			　衆人環視の中、コンコースの真ン中で、勢いよく盛大に黄金色の小水を迸らせた。

			　これもまた、俊介の仕掛け。

			　口でも尻穴でもオマ○コでも、俊介に中出しされたらオシッコを漏らすように命じてあるのだ。そのうえ──。

			「あ、あへ……あへへ、えへへ……」

			　オシッコを出す時は白目を剥いてアヘアヘ笑うようにという命令も連鎖発動し、本当に失禁絶頂に達しておかしくなるほど感じまくっているように見える美柚子。

			　その姿は、千年の恋も醒めるほど浅ましくいやらしくいじましく──居並ぶギャラリーのあちこちから、思わず失笑が漏れるほどだった。

			＊　　＊　　＊

			　その日の夕刻──。

			「あ、いけね。今日は美柚子パパに、愛娘のアヘ顔を披露するつもりだったのに……」

			　前日までのクセで駅まで来てしまった俊介は、ふと思い出してプラットホームまで足を伸ばした。先ほどまですっかり忘れていたのだが、公衆便女にした弥生がどうなっているのか、急に興味が湧いたのだ。

			　果たして──。

			「お、お願い、れしゅ……弥生のガバガバマ○コに、ろうか、おちんち、ンを……」

			　プラットホームの柱の根元に座り込んだ元御嬢様は、だれに仕込まれたのかいやらしいセリフを譫言のように呟きながら、ぶるぶるガタガタ震えていた。

			　頬は必死に微笑もうとしているようだが、歯の根が少しも合っていない。瞳はすっかり焦点を失い──とめどなく溢れ出る涙が、頬に粘つく精液を洗い流していた。

			　しどけなく投げ出された伸びやかな脚は、だれかに踏み躙られたのか、柔らかな内股にクッキリと靴底のパターンがプリントされている。膝を閉じる気力もないのか、それとも羞じらう智恵さえ失ったのか──太股はハの字に開き、コポ、コポ、といまもなお精液を噴きこぼしている秘裂や尻穴が丸見えになっていた。

			　毎朝奇麗にセットされていた栗色の髪も、いまは大量の白濁液を浴びてずっしり重くなり、なめらかな額や柔らかな頬、制服の肩などねちゃっと貼りついている。口にも大量に射精されたのか──。

			「お願い、おちんちんを……げほっ！　げほ、げぇぇ……」

			　胃液が混じって黄色くなった精液を、大量に吐く弥生。

			「あーあ、可哀想に。もはや御嬢様の面影なんて欠片もないな」

			　寸毫も哀れに思っていない顔で、白々しく呟いた俊介は、傍らで目の遣り場に困っていた美柚子に「洗ってやれ」と命じる。

			「え？　あ……は、はい！」

			「いや、違う違う。そうじゃない。美柚子が立ちションして、美柚子の小便をかけてやるんだ。口の中にたくさん出されたようだから、口を狙えよ」

			「……ああ、はい……」

			　洗浄道具を取ってこようと二、三歩駆け出していた美柚子が、俊介の底意地の悪さに打ちのめされつつ、渋々戻ってきた。

			　目の前に立ったのが男か女かも分からないのか、

			「ろうか……ろうか、おち、んち、んぅぅ……」

			　精液まみれの顔を震えながら仰向け、必死に媚び笑おうとする弥生。

			　そこへ──。

			「あ、あへ……あへへぇ……」

			　小便をする時の命令に従ってアヘ顔になった優等生美少女が、膝を開いて腰を落とし、みっともないガニ股になりながらぴゅるる、ぴゅるる、と立ちションを始める。

			「ぷぁっ!?　むっ!?　ぷふ……ッ!?」

			　顔に小便を浴びせられたらさすがに正気に戻るか、と思ったが──弥生は逆に恍惚の表情となり、口を大きく開いて自ら小便を受け始めた。

			「たった一日で、ずいぶん仕込まれたもんだ。毀れちゃうのも無理ないか。それにしても……く、うぉおっ！　たまんねぇ！」

			　アヘ顔で立ちションする優等生と、嬉しそうに口を開いて小便を呑む御嬢様。

			　異様かつ淫猥な光景に興奮した俊介は、

			「あ、そこのお姉さん、ちょっとこっちに来て。やだなあ、そんな顔しないで。ちょっと口マ○コを借りたいだけですから」

			　素知らぬ顔で電車に駆け込もうとしていたＯＬ風の美女を呼び止め、早くもギチギチに勃起したペニスをこれみよがしに振り出した。

			＊　　＊　　＊

			　金曜日──体育の時間。

			　あっけらかんと晴れ渡った空の下、頬を赤く染めた涙目の女子たちが、臙脂のブルマから伸びる瑞々しい脚をよろよろ縺れさせながら、椅子に腰掛けた俊介の前を何度も何度も往復している。

			　みなが不快そうに顔を歪め、口の端から白濁液を垂らしているのは、精液運搬特訓をしているから。

			　グラウンドの一方の端に並んで立たせた男子たちのペニスを、ブルマ姿の女子たちが咥えてしゃぶる。口の中に射精されたら反対側の端──俊介の目の前にある長机上のビーカーへ、その白濁液をねろッと吐き出す。

			　単なるセックスや単純な虐待に飽きた俊介が無理矢理捻り出した競技だが、泣きながらふらふら歩く少女たちを見るのは意外に愉しかった。

			（なにしろ、授業終了時までに一番多く運べた者は学園全体用の、二番目は職員室用の、三番目は学年用の、四番目はクラス用の、公衆便女にすると宣言してあるからねえ）

			　啜り泣きながら俊介の前を往復している女子たちにしてみれば、己を地獄へ突き落とすために必死に駆けているようなもの。当然、「王様の命令」によって無理矢理やらされているので、だれもズルはできない。

			　ただでさえ嫌々公然フェラをさせられているうえ、熱くネバネバとした青臭い汚液を口の中に溜めたまま──命令によって強制的に走らされ、さらなる恥辱へ近づくためにビーカーへ穢らわしい粘液をネロネロと吐いている、歳頃の乙女たち。

			　その心境を想像すると、俊介の淫棒は際限なく硬くなってしまう。

			（美柚子と弥生を除いたら、うちのクラスってあんまり可愛いコがいないんだけど……啜り泣いている顔は、みんなそこそこ可愛いな）

			　上から目線で哀れな女子たちを品評しながら、デレデレと鼻の下を伸ばす俊介。

			　しかし、いくらむっつりスケベでも好みのシチュエーションを見ているだけでは、ここまでだらしない顔にはならない。全員にノーブラを命じ、ゆさゆさ弾む体操服の胸元を観察して勃起乳首を探してはいるが、たとい感じている証拠を見つけても、虐めることに興奮を覚える変態だから、それほど嬉しくはならない。

			　俊介の頬が恍惚に染まっているのは、滾る淫棒を、美柚子の熱く潤んだ尻穴にぬっちょりと包まれているからだ。

			「ふ、うぅ……く、うぅぅ……」

			　細い眉を歪め、赤らんだ頬に涙をこぼし──肛悦に耐えて紅い唇を噛みながら、体操服に包まれた細い肩をぷるぷる震わせる優等生。

			　臙脂のブルマは穿かせたまま、股布だけズラして尻穴に突っ込み、太股を跨がらせている。俊介自体が膝を大きく開いているから、その上に乗った美柚子の脚はアナログ時計で言うところの十時十分くらいの角度に開き──無毛の秘裂を辛うじて隠している臙脂の布地に、恥ずかしい染みが広がっている。「尻穴で感じる変態になれ」と命じたら、本当に感じるようになったのだ。

			　その証拠に──。

			「ンぁっ!?　う……く、うぅ……ッ！」

			　椅子に腰掛けたままの俊介が少し腰を動かすと、排泄器官を淫棒に抉られた美柚子が溢れそうになった媚声を慌てて噛み殺し、細い背を丸めて小刻みに震える。純白の体操服の背に漆黒の髪が流れるように広がって──柔肌に滲んだ淫ら汗の甘酸っぱい匂いが、羞じらう優等生美少女の全身からふわりふわりと立ち上る。

			　俊介のペニスを根元までねじ込まれた排泄器官は、しきりに震え、絶え間なく波打って──強張った淫肉を休むことなく揉み回している。まるで、歯のない口に甘噛みされまくっているようだ。熱い腸液が淫らなぬめりを生んでいる美少女の直腸は、ほどよくきつく、心地良い弾力に充ち満ちていて──オマケで優等生美少女の可愛い呻き声まで聴けるのだから、いままでで一番具合の良いオナホールだ。

			（僕の命令によって体質まで変わってしまうだなんて、ちょっと安易すぎるよなあ。でも、美柚子が恥ずかしがっているからいいや）

			　もちろん、というかなんというか、尻穴を犯されたらアヘ顔をしろ、という命令はキャンセルしてある。肛門へ突っ込んだだけでいきなりアヘ顔になるのは少し考えるとちょっと変だし──こうして啜り泣くほど羞じらっている美柚子が、次第に蕩け、我を失うほど感じまくっていく過程が、なかなかの見物だからだ。

			「ンぅ、ふ……くぅぅ……は、葉山、くぅん……」

			　太股の上の柔らかな重みが身を捩り、しっとり輝く長い黒髪を揺らしながら、背後の俊介に縋るような目を向けた。

			（そら来た。さすが美柚子だよなあ。お尻で気持ちよくなっているのに、これ以上堕ちまいとして懸命になにかを考えている）

			　これでこそ、虐め甲斐があるというもの。

			　手放しでニヤけきった俊介は、美柚子の薄い胸にさり気なく手を伸ばし、薄く小ぶりな微乳を優しく揉んだり勃起乳首を弄ったりしながら、

			「今度はなんだ、美柚子？」

			　黒髪から覗く真っ赤な耳朶に唇を寄せ、フッと息を吹きかけながら静かに訊いた。

			「ンぁっ!?　く、うぅ……お、お願い……命令、して……ください……はぁ、ふぅう……も、もっともっと、意地悪、して……して……」

			「うーん？　ああ、なるほどね。考えたなあ。僕が命じたことで乱れれば、それがどんなに恥ずかしいことでも、少なくとも言い訳は立つわけだ」

			「そ、そう、ですぅ……うぅっ!?　ち、違う、そうじゃなくって……あヒっ!?　ああダメ、ダメ、ダメぇえっ！　乳首ダメ、ダメなの、ダメぇえっ！」

			　体操服の布地にポツン、ポツンと浮きあがっているふたつの肉豆を、指に抓んで軽く捏ねてやると、黒髪の美少女はあられもない声を張り上げて身を捩り、二度三度、俊介の太股の上で跳ねた。鋼のように強張ったペニスが穢らわしい淫穴をグッポグッポと抉り、掻き回して──。

			「あぅあっ!?　あう、あ、あぅうっ！」

			　連続する肛悦に甘やかな鳴き声を波打たせる。

			　グラウンドに響く優等生美少女のあられもない嬌声に、精液を口に含んだ女子たちが気づかわしそうな目を向け、グラウンドの端の男子たちは居心地悪そうに身を揺らした。

			　しかし、もちろんだれも、それ以上のことはできない。

			　できないがしかし──俊介にとっては、それで十分だ。

			（うへへ……みんなに見られていることを、美柚子はちゃんと意識してるな）

			　王様の命令によって淫らな肉穴と化した優等生美少女の肛門は、羞じらえば羞じらうほど締めつけを強め、俊介のペニスをギュッチギュッチと締めあげてくれる。ゆっくり蠕動していた心地良い粘膜が次第に速度を上げ、根元から亀頭まで余すところなく、いやらしくしゃぶりまくってくれる。

			　もっともっと気持ちよくなりたければ、美柚子を恥ずかしがらせればいい。

			　そう考えた俊介は、体操服越しに勃起乳首を捉えた指先をクイックイッと動かしながら、甘酸っぱい牝香を立ち上らせている耳裏にいやらしく微笑んだ唇を寄せる。

			「なんでダメなんだ、美柚子？」

			「だ、だって乳首が……ち、ち、乳首がぁあ！　体操服の布地に揉まれて、擦れて……ビンビンするの、ビンビンしちゃうのよぉおっ！」

			　──疑問形で発せられた王様の命令が、美柚子の本心を強制的に引き出した。

			　己の恥ずかしい告白にハッと気づいた優等生は、慌てて両手で顔を覆い、イヤイヤイヤッと小さな頭を振りまくる。

			「違うの、違うの……違うのぉおっ！」

			　普段は無口な美柚子が、こうして大きな声で叫ぶようになるのは、絶頂が近い証。

			　羞じらいに急かされた直腸粘膜が激しく波打ち、熱いぬめりが滾るペニスを締めあげ、しゃぶり──。

			「静かにしろよ、美柚子。みんなが迷惑そうに見てるのが分からないのか？」

			「ふぁっ!?　あ……うぅうっ！」

			　耳元で囁かれた美少女が、熟れ柿のように赤らむ顔を慌てて両手で隠した。静かにしろ、という命令に従い、懸命に唇を噛んで嗚咽をこらえようとするが──。

			「ンっ!?　う、ぅぅ……く、ンぅ、ううっ！」

			　くねる腰に背後から絡みついた俊介の手が、臙脂のブルマを横へズラし、いままで隠されていた秘裂を顕わにした。

			　マシュマロのようにぷにぷにとした肉畝は、延々と続く肛悦に当てられて艶めかしい桜色に火照り、割れ目の奧で厚みを増した幼気な淫唇が、恥ずかしい蜜に濡れた縁をわずかに覗かせ、震え──。

			「……ひっ!?　ンひっ!?　あ、ああ、ら、ら……らめぇええっ！」

			　俊介の指先にツッと軽く撫でられた途端、押し殺された春声がわななく唇から漏れた。

			　トロトロに蕩けた美少女の顔が快感に打たれて跳ね上がり、晴れ渡った青空を仰ぐ。羞恥に涙する目元に淫らな笑みが浮かんでは消え──小ぶりな美乳を見せびらかすように張った胸の左右にポツン、ポツンと、弾けんばかりに痼しこり勃った乳首の形が浮きあがった。

			「前言撤回。声を出していいぞ、美柚子。いま思っていることを、なるべく卑猥に、できるだけ淫らな語彙で、クラスのみんなに教えてやれ」

			「ふぁ、あ……ふぁいぃいっ！　おケツが、おケツが……葉山くんのおチンポに抉られているウンチの穴、がぁあっ！　気持ちイイの、イイのイイの……ジンジン痺れ、し、痺れて……い、い、いやらしく……蕩けちゃったのぉおっ！」

			　声を出せという命令に促されて叫んだ優等生は、己の言葉のバカっぽい卑猥さや声の響きの淫らさに、おかしくなりそうなほど羞じらった。

			　細い身体が捩れ、くねり──俊介の目の前で、長く艶やかな黒髪が軽やかに躍る。

			　尻穴の締めつけはますます強く、きつくなり──淫唇を玩ぶ俊介の指の動きに合わせて、感極まった美柚子が上下に跳ね始めた。

			（うはっ!?　ち、チンポが……絞られ、るぅうっ！　これはイイ、僕が動かなくても気持ちよくなるんだから、すごく楽ちんだ！）

			　相好を崩した俊介は、

			「よぉし美柚子、もっともっと叫べ！　叫んで狂え！　男子も女子も、それはもういいから、こっちへ来て美柚子を見ろ！」

			　調子に乗って命令を更新した。

			　好みでない女子たちに嫌がらせをするのもそこそこ程度には愉しいが、やはり、ペニスの快感や美柚子を虐める愉しさに比べたら取るに足らない悦びだ。

			「ひっ!?　ひぃいっ!?　いやいや、見ないれ、見ないれぇええっ！」

			　ゾロゾロと集まってくるクラスメイトに気づいて、舌っ足らずな悲鳴を発し、ますます激しく上下する美柚子。

			　涙に濡れた柔らかな頬は、羞じらう言葉とはうらはらに淫らな笑みを浮かべている。

			　潤んだ瞳は焦点を失い、ゆらゆら、ふらふら、と虚空を彷徨う。

			「み、み、見られる、とぉおっ！　美柚子、感じちゃう……のぉおっ！　みんなの視線が、美柚子のオマ○コにちくちくして、葉山くんにクチュクチュされてるビラビラが、ますますエッチにジュクジュクして……ふぁっ!?　あ、あぅヒィイッ！　開いちゃらめ、らめらめ、らめぇぇえええっ！」

			「ワガママ言うな、美柚子。ウンチの穴にチンポ突っ込まれたらお前のオマ○コがどうなるのか、みんな知りたがってるんだぞ」

			　熱く潤んでヌルヌル滑る淫唇を指先に抓み、左右に引っ張ってにゅぅうっと拡げ伸ばしながら、悶え羞じらう美少女の耳元に囁く。

			「見てって、言え。どんな風にいやらしくなっているかを説明しながら、だから見てって、美柚子からお願いするんだ。なるべくバカっぽく、な」

			「み、み……見てぇえっ！　み、美柚子のオマ○コ、ぐちゅぐちゅマ○コを、見て、見て、見てぇええっ！」

			　大粒の涙をこぼしながら淫らなお願いをする美少女は、甘やかな吐息をしきりに漏らし、毀れた笑みを浮かべ始めていた。男の膝の上で狂ったように跳ねているから、無理矢理言わされているようには見えない。本気で感じ──おかしくなるほど感じまくって、自分の意思で叫んでいるようだ。

			「か、硬いオチンチンで、お尻の穴をグポグポされると、背骨がふにゃふにゃになるほど気持ちよくなってぇぇ……み、美柚子のオマ○コは真っ赤になるのぉおっ！　処女なのに、まだしたことないのに、美柚子は、美柚子は……すっごくいやらしいのぉおっ！」

			　──いや、本当におかしくなっている。

			　なぜなら、俊介が命じていないことまで口走っているからだ。

			（あの美柚子が……普通だったら絶対に手の届かなかった、僕なんかでは見ることさえもったいないような美少女優等生だった美柚子が……僕のオチンチンで、お尻の穴を犯されて、こんなに感じまくっている！）

			　胸の奥がジーンと熱くなった俊介は、太股の上で跳ね悶えている美少女をもっともっと虐めたくなった──が、上下する桃尻にしゃぶりまくられているペニスがあまりにも気持ちよく、頭が蕩けて上手く回らない。

			「葉山くんの指に触れられるとオマ○コ全体がビンビンして、おヘソの裏側が燃えるように熱くなってぇ……お股がムズムズするの、いやらしい蜜がじゅわじゅわ滲んじゃうの、こんな時にクリクリを弄られたら、美柚子は、美柚子は……バカに、なるのぉおっ！」

			「よ、よぉし、もっともっとバカになれ、美柚子！　イくまで狂いまくれ！」

			　迂闊にも命令しながら、割れ目の縁で勃起していたクリトリスを探り当て、硬く痼った肉豆を指の腹でしごいてやる。

			「にゃひぁっ!?　ぇあ、ぇああああっ!?」

			　白目を剥き、涎を垂らして微笑んで、ますます悶え狂う美柚子。

			　それを見詰めるクラスメイトたちは、あまりの淫らさに頬を赤らめながらも、しかし同情的な目になっていた。

			　──優等生がおかしくなったのは、俊介がいやらしい命令をしたからだ。本当はまったく感じていないのに、可哀想に──。

			　思惑通りに最低限の保証、つまり自分の評価をこれ以上下げないことを実現した美柚子だが、しかし。

			「お、お、お尻ぃぃいっ！　お尻、イィ！　イィ、イィ、いぃいいっ！」

			　バカになれという命令によって、もはやなにも分からない。

			　ただただ心の命じるまま、身体が感じるままに、卑猥な言葉を吐いて悦びに躍る。

			「おちんちんが、おちんちんが……硬くて太くて気持ちイイオチンチンが、お、お、奧まで、奥まれ……おちんちんれ、ウンチの穴、ぐぽぐぽ、ぐぽぐぽぉおっ！　ンにぁああ、あにゃ、にゃひぁああっ！　うんちのあなれ、美柚子はイくの、イくのイくの、イくイく……イィッひッ！　クゥぅぅぅぅう────ッ！」

			　びくびく、びくくんっ！

			　──ぷっしゃぁあああッ！

			　俊介の指に開かれた秘裂から黄金色の小水を迸らせながら、淫らに蕩けた顔で青空を仰ぎ、恍惚に失神する美柚子。

			　きゅん、きゅん、と締まる熱い尻穴に滾る白濁液をビュクビュクッと射精した俊介も、

			（あ、あ、ああ……やっぱり美柚子、最高ッ！）

			　このうえない幸福感に包まれながら、静かに気を失った。

			＊　　＊　　＊

			「……って、もう夜じゃんっ!?　なんでだれも起こしてくれないの!?」

			「下手に起こしたりしたらなにを命令されるか分からないから、みんな葉山くんを避けているのよ」

			　俊介が発した疑問符が命令形に翻訳されたらしく、状況を的確に説明する美柚子。「バカになれ」という命令は「イくまで狂いまくれ」という命令に上書きされ、イった時点で効力を失ったようだ。

			　辺りはいつの間にか真っ暗で──だれもいないグラウンドに、俊介とそのクラスメイトたちだけが取り残されていた。美柚子を見ろ、という命令を更新していないから、だれも俊介を起こさなかった代わりに、だれも勝手に離れられなかったのだ。

			「うわ、うわ、なんてことを……貴重な時間が、虚しく浪費されてしまった……」

			「……時間？　時間制限があるの？」

			「え？　あ……いや、ないない、そんなのない。いまのはちょっと寝惚けてただけ。だから忘れて。時間制限なんてないよ」

			「……時間制限って、なんのこと？」

			　忘れて、と言われて一瞬前のことを忘れた美柚子が、俊介の太股に跨がったままキョトンと首を傾げて訊く。

			　いまだペニスは尻穴に潜り込んだままだが、太さと硬さを半減させているからか、肛悦を与えていないらしい。ほとんど素の状態の美柚子は、あまりにも間抜けなこの状況に珍しく腹を立てているのか、不快な表情を隠そうともしなかった。

			「王様の命令は絶対なんでしょ？　だったら、軽々しく発しないで欲しいわ。もう、みんなを帰してあげてよ。こんなところでなにもできないままボウッと立たせているのは、いくらなんでも可哀想でしょ？」

			「う、うん……もう帰っていいよ。あ、美柚子はダメ」

			「……ちっ！」

			　どさくさ紛れに立ち去ろうとした美少女が、優等生らしからぬ荒んだ顔をして小さく舌打ちした。

			（あれ？　あれれ……美柚子って、本当はこんなコだったのか？　いや、違うな。精神的に参ってるんだ。まあ、そうだろうなあ。一週間、ずっと虐め続けてきたんだし）

			　醒めかけた気持ちを奮い立たせた俊介は、改めて、美しい性奴隷を見詰める。

			「な、なに……？」

			　不躾な視姦に羞じらい、青褪めて身を強張らせるその姿は、初めのころとまったく変わらず細く華奢で──ますます嗜虐心を刺激される。

			「うーん、そうだなあ。服を脱げ、美柚子。裸になるんだ」

			「え……？」

			「性奴隷が服を着ていたら変だろ？　これから美柚子を、ずっと裸で飼ってやる。紅革の首輪を着けていれば十分だ」

			「……まあ、いいわ。散々恥ずかしいことをさせられてきたから、裸になれって言われても、いまさらって感じしかしないし」

			　──あれ？　あれれ？

			　またしても微妙な違和感を覚えた俊介だが、なにがどうおかしいのか、よく分からない。というか──頭が重く、芯に鈍い痛みがあって、ただでさえ軽い思考がスカスカと虚しく空回りしているような……。

			（ここのところ、ずっと犯りっぱなしだからなあ。なんかちょっと、疲れちゃったな）

			　疲労にかこつけて考えることを放棄した俊介は、月明かりを浴びながら裸になっていく美少女を、ただただぼんやりと見詰め続けるだけだった──。

			＊　　＊　　＊

			　そして土曜日──ランプの巨人にお願いした期限の、最後。

			「どわぁああっ!?　も、もうこんな時間ッ!?」

			　久々に自分の家に帰った途端、あまりの疲労にとうとう卒倒した俊介は、完全に寝過ごしてしまった。時計を見れば十一時、窓の外は真っ暗で──。

			「一週間」という言葉を常識的に判断すれば、残された時間はあと一時間。厳密に語義通り解釈したとしても、十数時間程度しか残っていない。

			「美柚子、犯るぞっ！」

			「はいはい、分かりました」

			　焦る俊介を、あからさまにバカにした顔で適当にあしらう優等生美少女。

			　どうやら、金曜日の経験から暴君に反撃する方法を見つけたらしい。紅革の首輪以外はなにも身につけておらず、桜色の乳首が淡く色づく小ぶりな美乳も、無形文化財に指定されているような名匠が全身全霊を傾けて丁寧に穿ったような形良いヘソも、赤ん坊のようにつるんとしたあどけない秘部も──すべて丸見えなのに羞じらう素振りなど一切見せない。それどころか、いつもの怯えた表情も完全に消し去り、すっかり開き直って荒んだ目つきになる。

			「──で？　具体的にはなにをどうするの？」

			「き、決まってるだろ？　美柚子の処女を奪うんだ！」

			「は？　いまさらぁ？　まあ、いいですけどね」

			「え……？」

			　またアレだ。

			　数日前から感じ始めていた、違和感。

			　俊介が知っている美柚子とはまったく違う人間が、美柚子の顔をして、美柚子のフリをして、すぐ目の前にいるような──。

			「……い、いやあの……処女を奪うんですよ？　痛いんですよ？　怖くないんですか？　やめてって言わないんですか？」

			「もちろん痛いだろうし、怖いわよ。でも、私がやめてって言っても、どうせやめてくれないんでしょ？　だったら、なにを言っても無駄じゃない。好きにしなさいよ」

			　投げ遣りに言った美柚子は、俊介のベッドに仰向けに寝転がり、細い手足を堂々と広げた。片方の掌にすっぽり隠れてしまいそうなほど小さな美乳が、裸の胸の上で小気味良く弾む。無毛の恥丘は灯しっぱなしだった蛍光灯の明かりを浴びて、白く眩しく瑞々しく、惜しげがないどころかむしろ誇らしげに輝いている。

			（ど、どうしちゃったんだ、美柚子は……あ、そうか。弥生の時のように自分らしくなく振る舞うことで、僕の毒牙から逃れたいんだな）

			　そう考えて気を取り直し、ニヤニヤしながらベッドへ登ったものの──。

			「……」

			　覆い被さる俊介を完全に無視し、そっぽを向いたままの美柚子。

			「ええっと……怒ってるの？」

			「当たり前でしょ。でも、やめてとは言わない。私がなにを言っても葉山くんは聞いてくれないんだから、もう葉山くんにお願いしない」

			　唇を尖らせて頬を膨らませたその横顔は相変わらず奇麗だが、怯えた顔ほどにはそそられない。俊介が「怯えろ」と命じれば簡単に怯えさせることはできるが──。

			（それじゃあ、美柚子を犯したことにはならない。今日が最後なんだ、美柚子のすべてを、心までをも穢すんだ……だから、怯えろとは言えない）

			　ランプの巨人から与えられた力で美柚子を泣かせるのではなく、俊介自身の獣性によって屈伏させなければ、憧れの優等生美少女を征服したことにはならないだろう。

			　仕方ないので俊介は──頑なに視線を逸らしている美少女の柔らかな耳朶に、プチュッと軽いキスをした。さすがの美柚子も一瞬頬を強張らせ、薄い瞼をギュッと閉じて震えたが──先ほどの宣言通り、やめてとは言わない。

			（くそぉ、強情だな……よし、そっちがその気なら……！）

			　目の縁をせせり、鼻の頭にキスし、唇に舌を這わせる。細い顎に唾液の筋を塗り広げ、なよやかなうなじをレロレロ舐めて──。

			「う……ンく……」

			　不快な感触に美柚子が眉根を寄せ、細く白い肩をビクン、と震わせた。細いうなじに鳥肌が立ち──俊介の舌が喉仏を舐め下り、華奢な鎖骨へ達すると、ベッドに投げ出していた細腕が縋るモノを求めて妖しくくねる。

			（嫌がってはいる……けど、『嫌だ』とは言わないのか。美柚子って、意外に強情だな）

			　半ば呆れ、半ば感心しつつ、俊介はなおも美少女の瑞々しい柔肌を舐め続ける。

			　小ぶりな美乳の稜線を辿り、桃色に輝く可憐な乳首に吸いつき、唇に挟み──ほかの肌よりやや硬い乳頭を、尖らせた舌先でピトピトピト。

			「ふ、うぅ……」

			　顔を歪めた美少女が不快そうに身を捩り、俊介の目と鼻の先で白い胸が波打った。いますぐにも「嫌だ」と言い出しそうなのに、なかなか言わない。

			（く、くそぉ……時間がどんどん過ぎていく。こ、こうなったら！）

			　焦った俊介はもぞもぞと後退り、美柚子の細い膝裏に手をかけた。

			「あ……ンくっ！」

			　伸びやかな太股を大きく割り開いた途端、意外な強情さを見せていた美少女の唇からようやく言葉が溢れそうになった。

			　が、まだ抵抗している。両手で咄嗟に口を押さえ、無理矢理声を抑え込んだのだ。

			（ふん！　もういいや、好きにしろよ！）

			　腹を立てた俊介は真っ赤になっている美柚子の顔から視線を外し──すぐ目の前にある柔らかそうな秘裂に集中することにした。

			　何度も言うが、完全な無毛だ。白く瑞々しい柔肌がふわっと盛り上がり、二筋の美しい畝を生み出している。左右に大きく開いた太股に引っ張られ、縦長の口をほんのわずかに開いていて──ちょっとだけ顔を覗かせている淫唇は、紅い。この一週間、実にさまざまな秘裂を見比べてきたが、そのどれよりも一段と鮮やかに紅い。

			（真っ赤──というより、ピンクがかってるな。でも、ピンクではない）

			　自慰の経験すらほとんどない幼気な粘膜は、紅というほど生々しくはなく、ワインレッドよりは明るくて──なによりもヌラヌラと、甘酸っぱい蜜に濡れ光っている。

			「こ、ここに……僕のオチンチンが……」

			　淡く立ち上る牝香を胸いっぱいに吸いこんで、頬を赤らめる俊介。

			　震える指先で乳白色の肉畝にソッと触れ──マシュマロのようにぷにぷにとしたその感触に、胸の鼓動が一気に加速。

			「ひ……開く、よ……」

			「……いちいち言わなくていいわ。好きにしなさいよ」

			　不貞腐れている優等生の態度も、もはや気にならなかった。

			　王様になってから何十、何百もの女性器を見てきたが、本当に見たかったのは美柚子のこれだけ。もちろん、すでに何度も見ているが──実際にここへ挿入いれるのだと思うと、見慣れたはずのクリトリスでさえなぜかやたらといやらしく見える。

			（ここに……ここに、挿入いれるんだ……）

			　逸る心を抑えつつ、温かな柔肉に触れた指先にゆっくり力を込めていき──。

			　く、ぱぁ……。

			　白々とした蛍光灯の明かりの下、紅くヌラヌラとした瑞々しい秘裂が、あでやかに咲きこぼれた。淫唇は薄く、縁のヒダヒダも控え目で──形だけを見るならまるで、薄く引き伸ばした耳朶のよう。

			　しかし──紅い。

			　妖しくぬめり、艶やかに輝いて、鮮やかに紅い。

			　月曜日のころと比べると、滲む牝蜜がかなり多くなっていた。鼻を寄せてスンスンと匂いを嗅げば、甘酸っぱい香りも以前より明らかにねっとりしている。処女特有の生臭さは微かにあるが──潤みの底で小さく可憐な膣穴がヒクン、ヒクン、と喘ぐたび、もっと濃密な牝香が立ち上ってくるから、ほとんど気にならない──と。

			「……今日も見るだけ？　挿入いれるんじゃなかったの？」

			「あっ!?　そ、そうだった、時間がないんだ！」

			　美柚子の言葉にタイムリミットを思い出し、俊介は慌てて首を上げた。

			「い、挿入いれるよ、もちろん！　ほら見て、美柚子のオマ○コのいやらしい匂いを嗅いでいたら、僕のオチンチンがこんなに大きくなっちゃった！」

			「……あらそう。よかったわね」

			　はしゃぐ俊介を醒めた目で見て、美柚子は再びそっぽを向いた。もうどうでもいい、という投げ遣りな態度なのだが、俊介の目には精一杯の強がりと映る。

			（うへへ、『嫌だ』て言わないだけで、しっかり嫌がってるな。時間もないし、まあ、それでよしとしてやるか）

			　ようやく美柚子を犯せる、ようやく美柚子を完全に穢しきれる──逸る気持ちを抑え、淫棒に手を添えて角度を決めた俊介は──。

			　ぬちゅり、と熱い割れ目に亀頭を埋める。

			「う……ン……」

			（くぅうっ！　あ、熱い……それに、ヌルヌルだぁあっ！　弥生の初めての時とは全然違う。やっぱり、一週間じっくり虐めてきた甲斐があったな！）

			　嫌そうに頬を歪める美柚子の横顔を見詰めながら、ニヤニヤ笑いを深める俊介。微かな呻き声も聞き逃すまいと必死に耳をそばだてながら、狭い処女膣穴へ、いきり勃つ淫棒をゆっくりゆっくり、ねじ込んでいく。

			「くぅ、う、うぅっ！」

			　──と、これは俊介の呻き声。

			　優等生の膣穴はとても狭く、なのに愛液がたっぷりと滲んでいるから、亀頭は意外にスムーズに潜り込んでいく。一度美柚子にペニスを洗わせたことがあるが、あの時のたっぷりと泡だてた石鹸に似た、きつすぎて速すぎる快感だ。

			　一方、美柚子は──。

			「い……い、痛いっ!?　く、う……うぅうっ！」

			　どんなに強情を張っていても処女は処女。

			　自分の指すら知らぬ膣穴にとって臨戦態勢の男根はあまりにも太く、硬すぎる。

			　必死に平静を装おうとしている顔が苦痛に歪み、力なく投げ出していた細腕がシーツを掴んで掻き毟った。震える膝が曲がり、持ち上がり──俊介の腰を挟むようにして、鋼のように硬い淫棒に処女膜を擂り潰される激痛に、ぴくぴく、ぷるぷる、震え始める。

			「うぅ、くぅ、うぅぅ……み、み……美柚子ぉおっ！」

			　美少女を虐めて興奮する俊介が、いきなり体重をかけて狭い肉穴を抉るように突いた。

			「ンぎっ!?　い、ぎぃぃぃ……ッ！」

			　猛る亀頭が緊張に強張った処女粘膜を強引に掻き分け、押し退け、貫いて──根元まで一気に、熱い坩堝に潜り込む。

			「く、は、ぁああっ！　締まるぅうっ！　分かるか、美柚子!?　美柚子のオマ○コが、僕のオチンチンをずっぽり呑みこんでるぞ！」

			「わ……分かる……けど……だから、なに？」

			「……え？　いやあの、ほら、入ってるだろ？」

			「はぅっ!?　あぎっ!?　ンぎぃぃい……わ、分かるわよ、そんなに動かさなくてもッ！　しっかり奧まで、は、は……入って、いるわね……ふぅ、はぁあぁ……で、でも、だからって、どうということもないわ。死ぬほど痛いのは、た、確か、だけど……」

			「いや、ほら、いろいろあるだろ？　ええっと、ほら、汚れちゃったぁ、とか、もうお嫁に行けないぃぃ、とか……」

			　気弱な美少女の懸命な強がりも、処女膜を突き破ってやればすぐに保たなくなるだろう──と勝手に思い込んでいた俊介は、涙目の美柚子に睨み上げられてしどろもどろになってしまった。

			「ベタかもしんないけどさ、こういうのは、ほら、一種の様式美で……」

			「……ああ、なるほど……ンく、うぅ……なるほどね。ようやく私、葉山くんのことを正確に理解できたわ……」

			　破瓜の痛みに呻きながら、美柚子はなぜか微笑んだ。

			　だがそれは、奥床しい優等生美少女の、はにかむような笑みではない。

			　呆れ、蔑み、憐れんだ──とんでもないバカを目撃した時にだれもが思わず頬に浮かべる、己の優位を確信した笑み。

			　王様になる前、ずっと卑屈な日々を送っていた俊介は、他人からそう見られることに敏感だった。たちまち激昂し、

			「な……なんだよ、なんで笑うんだっ!?」

			「痛ッ!?　痛い、痛いッ！」

			　荒々しく腰を振って生意気な優等生美少女を責める。

			「分かってるのか、美柚子!?　ほら、ほらっ！　僕はいま、お前を犯してるんだぞ！」

			「わ、分かってるわよッ！　だから笑ってるのよ、分からないの!?」

			「……？」

			　頭の悪い俊介は、美柚子の言葉が少しも理解できない。犯されて笑う？　犯されているから笑う？　分からない。あまりの痛みにおかしくなってしまったってことか？

			「ふ、ふぅん？　その顔は、全然分かってないわね……」

			「わ……悪かったな！　どうせ僕はバカだよ！」

			「ひぎっ!?　い、ぎぃいっ！　こ、答えを知りたければ、動くの……やめてっ！」

			　必死に叫ぶ美少女の剣幕に圧され、思わず腰を止める俊介。

			　ふぅ、はぁ、と大きく息を吐いて呼吸を整えた美柚子は、ズキズキ痛む股間をわずかに気にしながら──またしても俊介を見上げ、蔑む笑みを浮かべた。

			「し、城山さんの時にも思ったけど……葉山くんって、私たちを犯したい犯したいってオチンチンを硬くしているクセに、私たちのことなんかちっとも見ていないわよね」

			「み、見てたよ……ずっとずっと、僕は美柚子のことを……」

			「ううん、見てない。全然見てない。アナタが見ていた美柚子は、アナタが見たいと思っていた美柚子よ。要するに、現実には存在しない、幻の私。アナタがいま抱いているのも、結局はアナタが勝手に想い焦がれていた幻の美柚子であって──つまり、本物の私は犯されない。だから、アナタにどんな酷いことをされても、本物の私には傷ひとつつかない」

			「……は？　なんだよそれ？　そんな屁理屈で……」

			「屁理屈じゃない、真実よ。アナタがどんなに無茶な命令をしても、私の心は折れないし、負けない。こんな風に犯されても、私の心は傷つかない」

			「つ……強がりを言うな！　傷ついてるだろうにっ！」

			「ンひっ!?　ひ……ンぎ、ぎぃいっ！」

			　再び始まった抽迭に、美柚子はしなやかな背を泳ぐようにくねらせ、突き破られた処女膜の痛みに呻いた。

			　長く艶やかな黒髪が枕に広がり、しっとりと輝きながら波紋のように揺らぐ。喘ぐ胸の上では小ぶりな美乳がプルンプルンと跳ね躍り、艶めかしい桃色に色づいた可憐な勃起乳首が俊介の胸を掠めて過ぎる。

			「つ、強がりなんかじゃ、ないわ！　処女を奪われた？　はン？　それがどうだっていうの!?　私の価値は、そんなことでは減じない。確かに、肉体的には傷つけられたけど……死ぬまで無傷でいられる人間なんていないんだから、身体に刻まれる傷なんか、いちいち気にしてられない……わよ！」

			　──俊介が「強がるな」と命じたのだから、本当に強がっていないのだろう。

			（そ、そっかぁ……そうなのか……優等生って、こんな風に考えるんだ……）

			　一旦そう思うと、美柚子に言われたことがすべて腑に落ちた。

			　なるほど、確かにそうだ。

			　俊介が抱きたかったのは俊介が思う美柚子であって──いま胸の下で呻いている、俊介のペニスを熱い肉裂に深々と咥え込んでいる、現実の美柚子ではない。俊介が愛していたのはか弱く可憐で華奢な、不用意に触れたら毀れてしまいそうな、雪の結晶にも似た美少女であって──己の処女性や「純潔」という概念になんの価値も認めていない、理が勝ち気味の、芯がやたらと頑強な手強い優等生ではない。

			「だ、だけど……だけどさぁっ！　美柚子は恥ずかしがってたじゃないか！　みんなの前で僕のオチンチンをおしゃぶりして……みんなの前でウンチの穴を穿られて……あ、あれでも、傷ついていないっていうのか!?」

			「ンぎっ!?　んぎ、ぎぃいっ！　き、傷ついたわよ、あの時は……も、もちろんっ！　でも、いまになって確信したの。いつだって、は、葉山くんが犯しているのは、葉山くんが想像している私……結局、アナタって私の本質には一度も触れていないのよ。つまり、私の本質は、一週間前となにも変わっていないのよ！」

			　俊介が腰を激しく振れば、胸の下の美少女は美しい顔を歪めて呻き、白く細い裸体を苦痛にくねらせる。だがしかし、頬に浮かんだ挑発的な笑みは消えない。そうして陰に陽に見下すことが暴君への唯一の反撃手段だと確信したのだろう。

			「す、好きなだけ、腰を振ればいいわ。なんなら、な、中に、出しても……いい、わよ。仮にアナタの赤ちゃんを身篭もっても、私の価値は変わらない。葉山くんは、女の価値を膣や口やお尻の穴にしか見出していないみたいだけど……私の価値の本質はそんなところにはないから、好きにしてくれていいわよ」

			「ち……ち、畜生ッ！　バカにしやがって！」

			「ッ!?」

			　猛った俊介に細い首をいきなり絞められても、一瞬驚いただけで、美柚子はすぐに憐憫の表情に戻った。息を止められた顔がたちまち紅く染まり、優美な眉を苦しそうに歪めているにもかかわらず、俊介を見上げる瞳に怯えの色は浮かばない。

			「ふ……ふふ。本当に救いがたいおバカさん……ね……わ、私を殺して、どうなるの？　私が欲しかった、のでは……な、ない……の？」

			「いいさっ！　どうせ生き返るんだし……っていうか、もうすぐ時間が戻るんだよ！」

			「は？　なにを言って……」

			「嘘じゃない、本当だ！　みっつめのお願いで、僕がランプを見つける瞬間まで時間を戻すように言ったんだ！　だ、だから……だからっ！　これから何度でも何度でも、美柚子を犯して犯して犯しまくってやる！　こ、今度は最初っから、手加減なんかしないぞ！　一番最初にみんなの前で美柚子を犯して、それからみんなに下げ渡すんだ！　犬もけしかけてやる、公衆便女にもしてやる……う、嘘じゃないぞ、本当だぞっ!?」

			「へ、へぇ……う、ンく……そんなこと、で、できる……の？　時間が戻ったら、記憶もリセットされるんじゃない？　そ、そしたらアナタ、またバカみたいなことを、い、一から、やり直す、だけ……」

			「っ!?　う……ううう、うるさいッ！　黙れッ！　黙れ黙れ黙れッ！」

			「ヒぎっ!?　う……うグぅぅ……ッ！」

			　黙れと命じればそれだけで静かになることを忘れ、全力で美柚子の首を絞める俊介。どれもこれも、すべて美柚子の言う通りだから、頭に血が上ってしまったのだ。

			「ン……ぎ、ぎぃぃい……」

			　完全に呼吸と血流を止められた美少女は紅く浮腫んだ顔を左右に振り、細腕を上げて俊介の肩を叩き──。

			　生物としての本能的な、あまりにも弱々しく虚しい抵抗が、俊介の獣欲に火をつけた。

			「う、お、おぉおっ！」

			　意識しないまま大声で吼え、荒々しく腰を振る。

			　弾けそうなくらい怒張した淫棒で美少女の処女膣穴を突きまくり──熱く狭くきつい、それでいて柔らかな粘膜洞を、グッポグッポと抉りまくる。

			「僕は、僕は……僕は王様なんだッ！　なんだってできるんだ、みんなから怖れられてるんだッ！　バカにするな、お前なんか、お前なんか……ただのマ○コじゃないか！　どんなに顔が良くても、頭が良くても……ほかのマ○コと同じように、ただチンポを突っ込まれてヒィヒィ泣いてりゃいぃんだよっ！」

			「ひ……ひ、ひひひぃいっ！」

			　王様の命令に従って、白目を剥き口から泡を吹きながら、潰された喉を震わせて掠れた悲鳴を漏らす美柚子。感じているというより、どう見ても死にかけているのだが、興奮しすぎた俊介はまったくもって気づかない。

			「お、お、お前なんか、お前なんか……畜生ッ！　すっごく気持ちイイじゃないかっ！」

			　この一週間で何人もの処女を犯したが、そのだれよりも、美柚子の膣は気持ちよかった。

			　狭い肉洞の微妙な捩れが俊介の淫棒の反りに合っているのか、力任せにねじ込めば蕩けているように熱くぬるぬるとした処女粘膜がペニスにぬっちょり絡みついてくる。畜生、畜生、と呻きながら乱暴に腰を引けば──くぷぷ、きゅぼっ！

			　隙間なく密着していた膣膜が名残惜しそうに解け、離れて、その瞬間に鮮烈な吸引感が亀頭の尖端に炸裂する。

			「なんで、なんでこんなに……き、気持ち、イイんだ、よぉおっ!?　優等生のクセして、オナニーもしたことないような顔をして……なんで美柚子のオマ○コはこ、こんなに……こんなに、こんなに、こんなにぃいっ！」

			　ぎゅきゅぷっ！　ぐぷぷ、ぎゅぷ、ぐぷ、ぎゅぷぷぷ──体重をかけて突き込めば、処女の媚肉を抉った淫棒はすぐに膣奧を打つ。その瞬間、淫棒を根元まで包み込んだ心地良い粘膜が驚いたようにビクッと竦み──さらなる快感が上乗せされた。

			「お、お、おしおきだぁあっ！　優等生のクセにこんないやらしいオマ○コは、僕のオチンチンで突いて突いて、ぐっちょぐちょのねっちょねちょにして……何度も何度もイかせてやる！　死ぬまでイきまくらせてやるっ！　処女のクセにいきなり感じまくる、いやらしい優等生になりやがれっ！」

			　──結局最後は、「王様の命令」に頼ってしまう俊介。

			　だが、反省するほどの冷静さはもはやない。

			　そして命令された美柚子も、

			「ンぇあ、ぇあ……う、ぇああああっ！」

			　窒息死寸前にもかかわらず、いきなり感じ始めた。

			　ただでさえ反りの合う膣洞が、肉の悦びに唆されていやらしい蠕動を始める。

			　俊介が突き込むより先にジュジュッと音が立つほど強く強く淫棒を吸い立て──快感を刻み込んでくれる男根が抜け出ていく気配を見せれば、なおいっそういやらしく絡みついて滾る淫茎を舐め回し、敏感な亀頭をしゃぶりまくる。

			「くっ!?　う、うぅう……しょ、処女マ○コが……美柚子の処女マ○コが、僕のオチンチンをぉおっ！　い、イくのか、美柚子ッ!?　イくんだな、もうイくんだなッ!?　よし、よぉっしっ！　イかせてやる、イかせてイかせて、イかせまくってやるぅうっ！」

			　煮え滾る媚肉の坩堝を、全力で抉りまくる俊介。

			「ンぇ、ンぁ、ぇあああ……」

			　感じまくる優等生にされた美柚子は、完全なアヘ顔になる。茹で蛸のように頬を赤らめ、白目を剥いて、涙や涎ばかりか鼻水まで垂らし──。

			「い、い……いグぅぅっ！　いグいグ、いぃックゥぅうう────ッ！　ふぁ、あっ!?　ぁああまた、またまた……まだイく!?　もっどイぐぅッ!?　やらやらいやいや、らめらめ、らめぇぇぁぁあああああ──────ッ！」

			　──ビクンッ！　ビククンッ！

			　絶頂に達した瞬間、細い身体がおかしな具合に反り返る。

			　破瓜したばかりの処女膣洞も鋭く緊縮、奧の奧まで荒々しく突き込まれた淫棒をギチチチチッと締めあげて──。

			「うっ!?　ンぎ、ンぎぃいいっ!?」

			　ほとんど激痛に近い快感に打ち貫かれ、こらえきれずに果てる俊介。

			　──びゅるるっ！　どぴゅぴゅっ！　びゅくくっ！

			（あ、あ……ぁあああ……）

			　ペニスを震わせ、尿道を駆け抜けていく精液の怒濤が、気を失うほどに気持ちイイ。

			（美柚子って……美柚子のオマ○コって……こんなに、具合、よかったのかぁ……）

			　恍惚となりながらも、その両手は優等生美少女の細い喉を絞め続け──知らず知らず喉仏を押し潰し、完全に絶命させてしまった。瞳孔が開き、舌がだらりと伸びだして──尿孔が弛み、失禁するが、射精の余韻に酔い痴れる俊介はまったく気づかない。

			（しまったなぁ……もっと前から、最初っから犯していれば……もっともっと、この快感を堪能できたのにぃ……）

			　だらしなく頬を緩め、全身から力が抜けて──一足先に死んでしまった優等生の上に、クタクタと崩れ落ちる俊介。

			　──その心音が、唐突に止まる。

			　この一週間、急に酷使されて、毀れるほどに疲労していたのだ。

			　つまりは、腹上死。ずっと想い続けてきた優等生美少女を犯しつつ一緒に死んだのだから、変則的な無理心中とも言えようか。

			　自分でも予想しなかった形で淫らなピカレスクロマンを完成させた俊介は、徐々に冷たくなっていく美柚子の上に覆い被さり、世界中のだれよりも幸せそうな死に顔で、これ以上ないほど完璧に死んでいた──。

			


			　──が、まだ話は終わらない。

			　数分後──。

			「……けほっ!?　げほっ！　う、うぅぅ……？」

			　俊介に喉を絞められて死んだはずの美柚子が、不意に息を吹き返した。俊介が死なせた者は数分後に生き返るように、という二番目のお願いが発動して、命を取り留めたのだ。ちなみに、俊介自身は自殺ではないので、生き返らない。

			　そうとは知らない優等生は、自分の上に覆い被さっている死体に気づくと、心底嫌そうに顔を歪めた。

			「……ったくっ！　なんてワガママな人なの!?　勝手に犯して、勝手に死んでッ！　いい加減に、私の上から降りなさ……きゃっ!?」

			　ずっしり重い死体を、横へ押し退けようとしたのだが、勢い余って自分も一緒にベッドから落ちてしまった。脱力した少年の腕に胸を払われる恰好になり、さらに横へ転がって──ガツン！　ゴトン。

			「あ、痛たたた……」

			　机の脚に肩をぶつけ、上から降ってきた硬い物に頭を打たれた。痛むつむじを手で摩りつつ、涙目をそろそろと開けると──足下に転がっていたのはアラビア風のランプ。

			「……葉山くんが言っていたお願いって、ひょっとして……」

			　半信半疑ながらランプを拾い、側面を軽く擦ってみる。

			　途端、ぼぼん、と間抜けな音が響き──天井に頭をぶつけた巨人が、それでも精一杯偉そうに腕組みをして現れた。

			　我が目を疑うような、非現実的な光景ではあったが──。

			「……なんて安直な」

			　呆れ顔で呟いただけで、美柚子はすぐに状況を呑みこんだ。この一週間、ずっと悪夢の中にいたのだ。ランプの精と対面しても、いちいち驚いてはいられない。

			「汝の願いをみっつ言え。汝の魂と引き換えに、我がそれらを叶えてやろう」

			「……ええっと。これはお願いではなく質問だから、答えてくれなくてもいいのだけれど。いまアナタ、この人と契約中でしょ？　二重契約しても構わないのかしら？」

			「構わぬ。我の雇い主は死んだ。雇い主の願い事は暫定的に有効だが、我を縛る雇い主はもはや存在していない。汝が新たな願い事をすれば、それが我を縛ることになる」

			「……ふぅん？　そういうものなのね。うふふ……死んだ主にまで忠誠を誓うような堅物じゃなくて良かったわ」

			　微笑む美柚子の瞳が、キラリと光る。

			「では、ひとつめのお願い。この人がこのランプを見つける瞬間まで、時間を戻して。この人が引き起こしたすべての事象を、全部キャンセルしたいの」

			「……最近の人間はずいぶん欲深だな。だれもかれもがたったひとつの願いでさまざまな願望を叶えようとする……しかしまあ、よかろう。して、ふたつめは？」

			「この人を、絶対死なせないで」

			「ん？　我は構わぬが……よいのか？　見たところ、その者は汝をかなり酷い目に遭わせたようだが……む？　ま、まさか、汝はその者を……」

			「違うわよ。そんなわけないでしょ！」

			　巨人の疑念にクスクス笑いで応えた優等生美少女は、みっつめ、と言って再び瞳を閃かせ──。

			　最後の願いを聞いた巨人は、この女だけは絶対に怒らせまいぞと、己の心に深く深く刻み込んだ。
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